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＜様式２＞

１．施策の方向性

平成23年度～
平成27年度

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

③

1

2

3

4

5

病後児保育事業 子ども未来課

2,415       統合（整理）　 病気の回復期にあり、集団保育が困難な児童を一時的に保育することにより、保護者の子育てと
就労の両立等を支援するとともに、児童の福祉の向上を図る。

保育支援事業 子ども未来課

3,123       

子ども未来課

684          　 保護者が就労や疾病等の理由により家庭で養育することが一時的に困難となった場合、該当児
童を乳児院等で一定期間養育し、児童及びその家庭の福祉の向上を図る。

　 保護者が疾病等で養育することが一時的に困難になった場合に当該児童を乳児院等に入所さ
せ必要な保護を行う。また、病気等の回復期にあり集団保育や登校が困難な児童を保育施設等で
看護する。

保育業務委託事業 子ども未来課

625,276    

１．就学前教育の環境整備 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

　 私立保育所が事業を円滑に実施するための体制づくり等に対して補助金を交付し、特別保育事
業を推進する。

保育所保育事業等補助金 子ども未来課

29,918     32,805     49,774     現状維持

　 施設の維持管理に努め、円滑な保育所運営を実施する。

保育所管理運営事業

528,526    548,741    現状維持
　 保護者の就労等により、保育を必要とする児童の健全な心身の発達を図る。

京丹後市保育所再編等推
進計画

将来にわたり子どもたちにとってより良い保育を保障するため、地
域の特性に配慮しながら、小規模保育所等の統廃合及び社会福
祉法人への運営委託等を具体的に進めるために策定

平成23年3月
第2次京丹後市保育所再編
等推進計画を策定（平成２９
年度～平成３３年度）

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

京丹後市教育振興計画

担当課 担当課長
子ども未来課 服部　智昭

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

１．就学前教育の環境整備

①「京丹後市保育所再編等推進計画」に基づき、旧６町域すべてにおいて、保護者の就労状況等の家庭環境
に関わらず、就学前の教育・保育を総合的に提供できる環境整備を進めます。
②子育て家庭の子育ての不安に寄り添いサポートする体制の強化を図ります。
③職員自身の自主的な資質向上を促すため、保育所・幼稚園の全職員を対象とした研修の充実を図るととも
に、公開保育や職員の交流機会の充実を図ります。

２．保幼小の連携強化 ①保幼小の円滑な接続のためのカリキュラムを開発し、すべての保育所、認定こども園及び小学校で実施します。

「京丹後市保育所再編等推進計画」に基づき、旧６町域すべてにおいて、保護者の就労状況等の家庭環境に関わらず、就学前の教育・保育を総合的
に提供できる環境整備を進めます。

職員自身の自主的な資質向上を促すため、保育所・幼稚園の全職員を対象とした研修の充実を図るとともに、公開保育や職員の交流機会の充実を図
ります。

重点目標 1 就学前の子どもの教育・保育環境を充実します

基本的方針

　就学前の子どもの健やかな育ちを確保するため、保育ニーズに応じた保育環境の整備はもとより、保育士や教員の資質向上及び専
門性を高めるために研修機会を設けるとともに、幼稚園と保育所の連携を深め、教育・保育を総合的に提供できる環境づくりに取り組
みます。また、小学校への円滑な接続を目指し、保幼小の連携を強化します。
　地域や家庭で安心して子育てができるよう、地域の実情や保護者のニーズを的確に把握しサービス情報の周知徹底を図るとともに、
子育てや就学前教育についての情報交換や気軽に相談する場の確保に努めます。

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

② 子育て家庭の子育ての不安に寄り添いサポートする体制の強化を図ります。

京丹後市子ども・子育て支
援計画

市における子どもの健やかな育ちと保護者の子育てを社会全体で
支援する環境づくりを一層進めるため策定

平成27年3月
平成27年度～
平成３１年度

子ども未来課

145,074    211,907    150,372    縮小

子育て支援ｾﾝﾀｰ事業 子ども未来課

12,257     13,967     17,980     拡大　 保育所入所前の子育て家庭のため、子育て相談や遊びの場の提供等の育児支援活動を通し
て、地域に密着した子育ての環境を整える。

子育て短期支援事業

       3,370 現状維持

統合（整理）

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 

ＰＬＡＮ 
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6

7

8

9

10

11

12

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

13

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

14

15

16

17

18

1

2

幼稚園ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業

　 保育所入所児童の健康管理、臨時職員の雇用、職員等の研修、児童の送迎バス運行、給食調
理業務等により保育所の円滑な運営を図る。

13,833     

　 幼稚園に介護職員及び預かり保育職員を配置することで、適正かつ円滑な幼稚園運営を行う。

終了・廃止

-             現状維持

現状維持

子ども未来課

子ども未来課

36,545     5,574       終了・廃止

２．保幼小の連携強化

H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

① 保幼小の円滑な接続のためのカリキュラムを開発し、すべての保育所、幼稚園及び小学校で実施します。

　 認定こども園(2号・3号認定児）の運営が円滑に行えるよう、職員研修・児童の健康管理や臨時
職員の雇用を行うほか、給食調理業務、幼児送迎業務を実施する。また、私立認定こども園に対し
施設給付を行うとともに、市外の認定こども園を利用した際の施設給付を行う。

　 認定こども園(1号認定児）の運営が円滑に行えるよう、児童の健康管理や臨時職員の雇用を行
う。また、私立認定こども園に対し施設給付を行う。

保育利用管理運営事業

　 幼稚園における円滑な教育活動を実施するため、専門医による検診や保健衛生管理を行い、
園児の健康保持と増進を図る。

479,749    統合（整理）

計 1,376,975 1,432,231 

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業 子ども未来課

65           67           

　すべての子どもが健康で幸せに暮らせるまちづくりの推進及び子ども・子育て支援事業計画、保
育所再編等推進計画等、特定教育・保育施設の利用定員の設定を審議する。

子ども未来まちづくり審議会事業 子ども未来課

1,475,355 

66           38           

小中一貫教育推進事業《再掲》

　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、小中一貫教育の推進に向け、協議会及び専門部会
で調査研究を行う。

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業 決算額 （単位：千円） 事務の改善

保育所施設管理事業 子ども未来課

- 8,951       12,037     現状維持　適切な維持管理のもと、施設を利用する児童、職員が安全に過ごすことができるよう必要な点検・
整備を実施する。

保育所整備事業 子ども未来課

184          現状維持

認定こども園施設管理事業 子ども未来課

　適切な維持管理のもと、施設を利用する児童、職員が安全に過ごすことができるよう必要な点検・
整備を実施する。

　平成31年度開設予定の網野こども園への移行をスムーズに行うため、網野みなみ保育所の環境
整備工事を実施する。また、統廃合により空き施設となっている老朽化した旧保育所施設について
2施設を解体する。

87,163     休止

7,877       39,114     現状維持

56           現状維持　子どもの預かり等の援助を受ける方、援助を行う方からなる会員同士の援助活動を調整し、概ね
生後2か月～小学校3年生までの子どもを持つ家庭の子育て支援を図る。

決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額

園児等健康管理事業 子ども未来課

274          53           

484,751    578,047    

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

30,819     1,061       終了・廃止

学校教育課

-             -             

終了・廃止

教育利用管理運営事業 子ども未来課

2,623       

幼稚園施設管理事業 子ども未来課

幼稚園管理運営事業 子ども未来課

　 適正な幼稚園運営や教育環境の充実に取り組み、就学時前教育の充実を図る。

　 幼稚園施設の適切な維持管理により、良好な学習環境の確保を図る。

保育所一般経費 子ども未来課

75,680     現状維持43,745     
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度までの主な取組）

　保育所の利用において、0～2歳の低年齢児の利用が増える傾向にあり、このニーズに応える保
育所の運営を続けるとともに、平成27年3月に策定した京丹後市子ども・子育て支援事業計画と整
合性を図りつつ、今後も子育て支援の施策の充実を図る。なお、旧6町域すべてに設置していた
幼稚園は、平成30年度に5施設、平成31年度に1施設を「認定こども園」に移行運営するため、「幼
稚園の数」について目標指標及び目標値の見直しを行う。

2
　「京丹後市小中一貫教育保幼小接続モデルプラン」を参考に、各学園で保幼小の情報共有や
教職員の交流と相互理解を深めるなど、小学校教育への円滑な接続を図るための取組みの充実
を図る。

病後児保育の実施事業所数 事業所 0 H25 1 H30

H25

×

進捗状況区分 評価

◎

○

○

▲

基本的方針

　就学前の子どもの健やかな育ちを確保するため、保育ニーズに応じた保育環境の整備はもとより、保育士や教員の資質向上及び専門性を高め
るために研修機会を設けるとともに、幼稚園と保育所の連携を深め、教育・保育を総合的に提供できる環境づくりに取り組みます。また、小学校へ
の円滑な接続を目指し、保幼小の連携を強化します。
　地域や家庭で安心して子育てができるよう、地域の実情や保護者のニーズを的確に把握しサービス情報の周知徹底を図るとともに、子育てや就
学前教育についての情報交換や気軽に相談する場の確保に努めます。

1 H30 6 R6

一時預かり実施事業所数 事業所 6 H25 10 H30 9

《幼稚園の数》
　第2次京丹後市保育所再編等推進計画を策定し、令和3年度(平成33年度)までの5ケ年を期間として、①保育所の
再編、②民営化の検討、③認定こども園への移行などを定めている。6町すべての町域において認定こども園に移行
することができた。

《病後児保育の実施事業所数》
　平成27年度の開設から4年目を迎え、徐々に利用が増加した。課題としては、特に子育て世代に、この制度の存在
を伝える広報活動の推進がある。

《子育て支援センター数》
　市内8ヵ所で開設しており、保健師、助産師など専門職が子育て相談に対応するとともに、子育て世代間の友達づ
くり、情報共有など居場所を提供することができた。スペースの関係で児童の年齢に応じたクラス編成により、利用の
曜日を決めるという調整をせざるを得ない点が課題となっている。

《一時預かり実施事業所数》
　平成28年度から、大宮北保育所とこうりゅう保育所を公設民営に移行させたことに伴い、両施設とも一時預かりを開
始して、サービスの向上を図ることができた。

《保育所・幼稚園職員の全体研修数》
　計画どおり全体研修を実施することができた。職員の資質向上は、教育・保育を提供する上で課題でもあるため、こ
れ以外にも機会を捉えて研修を実施していく必要がある。
　

３０年度成果と今後の課題

区分 No. 具　体　的　内　容

施策展開の考え方

1

R6

保育所・幼稚園職員の全体研修数 回 3 H25 3 H30 5 R6

主な目標指標

目標指標 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

1 R6

子育て支援センター数 か所 7 H25 8 H30 8 R6

幼稚園の数 園 4

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 

ＡＣＴ 
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＜様式２＞

１．施策の方向性

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課 担当課長

学校教育課 松本　晃治

基本的方針

  小中一貫教育を柱とする学校教育改革の推進により子どもの成長に応じた指導の一貫性を確保する体制を充実することで「確かな
学力」を育み、あわせて、学校園、家庭及び地域が協働し、相互に連携しながら教育力の向上を図ります。
　一人ひとりの個性や能力、確かな学力を育むとともに、地域社会への理解と関心を高め、グローバル化等の社会の変化に対応する
など、将来への夢と希望を基盤として未来を切り拓くことのできる「生き抜く力」を育みます。

①小中一貫教育により校種間を円滑に接続し、就学前から中学校卒業までの１０年間の系統的な学習指導を
実現します。
②全国学力・学習状況調査の結果が、現在、全国・府平均を上回っている学力についても、診断結果をもと
に児童生徒の学力状況をきめ細かく把握するとともに、分析結果を活用した指導改善により、児童生徒一人
ひとりに応じたきめ細かな指導を継続的に行います。
③すべての教科や特別活動に「言語活動」や「コミュニケーション活動」の充実を位置付け、系統的・継続的な
指導を行います。
④「丹後学」において京丹後市の学習素材を活かした体験的な学習や問題解決的な学習を行うなど、児童生
徒が目的意識を持って主体的に取り組む学習を充実します。
⑤自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力等、習得した知識や技能を活用する力を育成するため、教育実
践モデル校等を指定し、その実践と成果をすべての学校園に普及します。
⑥家庭学習が定着するよう、学校と家庭が連携して児童生徒の主体的な学習習慣を育成します。
⑦学校支援ボランティアや大学のもつ専門性を活用したり、小中学校、高等学校が積極的に連携・交流したり
するなど、児童生徒の知的好奇心や学習意欲を育むための取り組みを充実します。

４．社会を生き抜く力の育成

①子どもたちが将来、社会的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現する
力を身に付けるため、就学前教育から義務教育修了時まで各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教
育を推進します。
②「丹後学」において、郷土とそこに生きる人々を通した探究活動を充実し、自己の生き方・あり方について深
く考える力を育てるとともに、児童生徒の将来への夢や希望を育みます。
③児童生徒の学習に対する興味・関心や意欲を高めるため、情報通信ネットワークやコンピュータなどのICT
環境を整備します。
④小学校低学年から英語に親しむ活動を充実するなど、国際社会に生きる日本人としての基礎的な能力を
系統的に育成します。

重点目標 2 確かな学力・生き抜く力を育みます

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

平成24年11月
計画期間の定
めなし

１．小中一貫教育の推進

①「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの「確かな学力」と「社会を生き抜く力」を育む小中
一貫教育を着実に進めます。
②中学校区を単位とした共通の目指す子ども像を設定し、その実現に向けて系統的で一貫性のある学校園
の教育活動を進めます。
③小中一貫教育等について保護者や地域の理解を得るとともに連携を深めるため、教育フォーラムを開催す
るなど、学校教育改革に関する情報提供の機会を拡充します。
④学識経験者や市民、保護者及び学校園関係者等が、学校教育改革を適切に検証、評価し、取り組みの改
善を進めます。
⑤小中一貫教育等における目標の実現状況や教育活動の成果が明らかになるよう、学校評価を充実します。

２．学校園、家庭、地域の協働による
　　教育力の向上

①子どもの発達や学習の特性等に応じた保幼小中一貫の教育課程により、すべての学校園で就学前から中
学校修了までの系統的な指導を実施するとともに、小中学校の接続期の指導を充実します。
②教職員の授業実践力や生徒指導力を高める研修を充実します。
③加配教職員やスクールサポーターを効果的に配置し、児童生徒一人ひとりの学習状況に応じた指導体制
を整えます。
④京丹後市への理解を深め、郷土への愛着と誇り、地域生活への意欲を系統的に育む「丹後学」を、地域の
人々の協力と参画により、すべての小中学校で実施します。
⑤子どもたちの基本的な生活習慣や家庭学習習慣の確立等について、学校園と家庭が連携した取り組みを
充実します。
⑥中学校区を単位として学校園、家庭及び地域が育みたい子ども像や課題を共有し、連携・協力して進める
地域の教育環境づくりを推進します。
⑦市民が学校の教育活動を積極的に支援する学校支援ボランティアの取り組みを拡充します。
⑧放課後における学習や体験活動の充実に向け、学校、家庭及び地域が連携し、地域ぐるみの学習環境の
体制づくりを進めます。

３．確かな学力の育成

京丹後市学校教育改革構
想

中学校卒業時に期待される学力をすべての生徒が確実に身に付
けることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校、中
学校の１０年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実践
するための構想を策定

ＰＬＡＮ 
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# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

③

1

2

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

④

3

4

5

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

④

⑤

⑦

6

7

8

9

10

　要保護者、準要保護者及び特別支援学級に入級する児童の保護者等の経済的負担を軽減す
る。

現状維持

小学校就学援助事業

　副読本や学習教材を有効に活用するとともに、地域の特性を取り入れた学習指導を実践し、学
力等の向上を図る。。

学校教育課

19,042     18,452     21,315     現状維持

小学校教育振興備品整備事業 学校教育課

11,131     11,347     10,055     現状維持

現状維持　「教育と学びのまち 京丹後」の実現に向け、「学校のニーズ」と「地域の人の持つ力」を結び付
け、学校・家庭及び地域が協力して子どもを育む環境の充実を図る。

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

３．確かな学力の育成 決算額 （単位：千円）

生涯学習課

-             -             

教科用図書採択事業

全国学力・学習状況調査の結果が、現在、全国・府平均を上回っている学力についても、診断結果をもとに児童生徒の学力状況をきめ細かく把握すると
ともに、分析結果を活用した指導改善により、児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を継続的に行います。

③ すべての教科や特別活動に「言語活動」や「コミュニケーション活動」の充実を位置付け、系統的・継続的な指導を行います。

「丹後学」において京丹後市の学習素材を活かした体験的な学習や問題解決的な学習を行うなど、児童生徒が目的意識を持って主体的に取り組む学
習を充実します。

自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力等、習得した知識や技能を活用する力を育成するため、教育実践モデル校等を指定し、その実践と成果をすべ
ての学校園に普及します。

⑥ 家庭学習が定着するよう、学校と家庭が連携して児童生徒の主体的な学習習慣を育成します。

学校支援ボランティアや大学のもつ専門性を活用したり、小中学校、高等学校が積極的に連携・交流したりするなど、児童生徒の知的好奇心や学習意
欲を育むための取り組みを充実します。

30,367     現状維持

　授業に必要な教材備品や学校図書を計画的に整備し、児童の主体的、意欲的な学習活動を充
実させ、学力の向上と豊かな心を育む。

25           154         現状維持　市立小中学校で使用する教科用図書の公正かつ適正な採択を行うため、丹後教科用図書採択
地区協議会において教科用図書の調査・研究を行う。

40           

② 中学校区を単位とした共通の目指す子ども像を設定し、その実現に向けて系統的で一貫性のある学校園の教育活動を進めます。

事務の改善

授業実践力向上対策事業 学校教育課

353         統合（整理）　授業実践力開発講座、小中一貫検証講座及び教育実践力サポート講座を開設し、教員の資質
向上を図る。

　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの育ちと指導の一貫性を目指したより良
い教育の実現に向け、協議会及び専門部会で調査研究を行う。

評価を踏まえた
今後の方向性

309         

① 「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの「確かな学力」と「社会を生き抜く力」を育む小中一貫教育を着実に進めます。

決算額 （単位：千円） 事務の改善

H30決算額 H31予算額

小中一貫教育等について保護者や地域の理解を得るとともに連携を深めるため、教育フォーラムを開催するなど、学校教育改革に関する情報提供の機
会を拡充します。

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

1,066       現状維持

④ 学識経験者や市民、保護者及び学校園関係者等が、学校教育改革を適切に検証、評価し、取り組みの改善を進めます。

⑤ 小中一貫教育等における目標の実現状況や教育活動の成果が明らかになるよう、学校評価を充実します。

１．小中一貫教育の推進 決算額 （単位：千円）

小中一貫教育推進事業 学校教育課

530         

２．学校園、家庭、地域の協働による教育力の向上

小中一貫教育実践事業 学校教育課

　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの育ちと指導の一貫性を目指したより良
い教育の推進に向け、市内全域で小中一貫教育を実践する。

主な取り組み
H29決算額

子どもの発達や学習の特性等に応じた保幼小中一貫の教育課程により、すべての学校園で就学前から中学校修了までの系統的な指導を実施するとと
もに、小中学校の接続期の指導を充実します。

② 教職員の授業実践力や生徒指導力を高める研修を充実します。

③ 加配教職員やスクールサポーターを効果的に配置し、児童生徒一人ひとりの学習状況に応じた指導体制を整えます。

⑤ 子どもたちの基本的な生活習慣や家庭学習習慣の確立等について、学校園と家庭が連携した取り組みを充実します。

⑥ 中学校区を単位として学校園、家庭及び地域が育みたい子ども像や課題を共有し、連携・協力して進める地域の教育環境づくりを推進します。

⑦ 市民が学校の教育活動を積極的に支援する学校支援ボランティアの取り組みを拡充します。

⑧ 放課後における学習や体験活動の充実に向け、学校、家庭及び地域が連携し、地域ぐるみの学習環境の体制作りを進めます。

学校支援地域本部事業《再掲》

学校教育課

-             

小学校教育振興事業 学校教育課

26,471     22,438     47,156     

評価を踏まえた
今後の方向性

6,132       5,777       6,197       現状維持

① 小中一貫教育により校種間を円滑に接続し、就学前から中学校卒業までの１０年間の系統的な学習指導を実現します。

京丹後市への理解を深め、郷土への愛着と誇り、地域生活への意欲を系統的に育む「丹後学」を、地域の人々の協力と参画により、すべての小中学校
で実施します。

事務の改善

学習支援体制整備事業 学校教育課

1,743       1,242       2,078       現状維持　「教育と学びのまち　京丹後」の実現に向け、放課後や土曜日を活用した教育活動の実証研究
を実施することにより、子どもたちの学びを支援する仕組みづくりを進める。

　副読本や学習教材を有効に活用するとともに、地域の特性を取り入れた学習指導の実践や部
活動、体育大会等への参加を支援し、学力等の向上を図る。

32,444     29,511     

中学校教育振興事業 学校教育課

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 
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11

12

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

13

14

15

16

17

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

18

19

1

2

拡大

奨学基金 教育総務課

984         10,607     

26,626     

統合（整理）

外国語指導助手招致事業 教育総務課

25,858     28,080     

4,265       3,079       

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業 決算額 （単位：千円） 事務の改善

23           改善・効率化　経済的に困窮している世帯で勉学意欲のある大学・専門学校生等に対し、奨学金の給付するこ
とを目的とした奨学基金への積立金

計 223,925   190,767   274,580   

奨学金事業 教育総務課

23,672     

中学校教育振興備品整備事業 学校教育課

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

23,391     現状維持

現状維持　外国青年を外国語指導助手（ALT）として招致・任用し小中学校で授業等の補助を行うことで、
外国語教育及び国際理解教育の促進を図る。

小・中学校情報教育環境整備事業【再編交付金活用事業】《再掲》

9,010       7,953       7,531       

学校教育課

32,782     18,161     

決算額 （単位：千円）

現状維持　授業に必要な教材備品や学校図書を計画的に整備し、生徒の主体的、意欲的な学習活動を充
実させ、学力の向上と豊かな心を育む。

評価を踏まえた
今後の方向性

-             -             　平成26年度に整備した市内の全小中学校27校（小学校20校、中学校7校）の情報教室パソコン
等について、平成30年度分のリース料を支出する。

事務の改善

26,123     20,771     

71,556     

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

中学校就学援助事業 学校教育課

　小中学校の情報通信ネットワークの整備・維持管理を行うとともに、情報管理の徹底と学校情報
化を推進する。

学校情報化推進事業

４．社会を生き抜く力の育成

学校教育課

-             

11,492     16,564     改善・効率化　経済的に困窮している世帯で勉学意欲のある生徒や学生に対し、奨学金の給付及び貸付を行
い、就学を支援する。

　要保護者、準要保護者及び特別支援学級に入級する生徒の保護者等の経済的負担を軽減す
る。

4,365       現状維持一般財団法人自治体国際化協会の「語学指導等を行う外国青年招致事業（JETプログラム）」を活
用して国際交流員を任用し、現代社会のグローバル化に対応する。

児童生徒国際交流事業 学校教育課

3,345       2,977       4,682       現状維持　語学力の向上はもとより、国際感覚をもちグローバル社会で活躍できる人材を育成するため、国
際交流事業を推進する。

子どもたちが将来、社会的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現する力を身に付けるため、就学前教育から義務教
育修了時まで各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育を推進します。

「丹後学」において、郷土とそこに生きる人々を通した探究活動を充実し、自己の生き方・あり方について深く考える力を育てるとともに、児童生徒の将来
への夢や希望を育みます。

③ 児童生徒の学習に対する興味・関心や意欲を高めるため、情報通信ネットワークやコンピュータなどのICT環境を整備します。

④ 小学校低学年から英語に親しむ活動を充実するなど、国際社会に生きる日本人としての基礎的な能力を系統的に育成します。

国際交流員招致事業 学校教育課
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度までの主な取組）

2

3
　小中一貫教育モデルカリキュラム及び保幼小接続モデルプラン等を活用した各学園での系統
的で一貫性のある指導を充実させるため、授業改善・授業研究を更に推進するとともに、全国学
力・学習状況調査の学園分析結果を活用し個に応じたきめ細かな指導の充実を図る。

　学園コーディネーター等の配置を継続するとともに、各学園に設置された学校・地域連携協議
会の学園運営協議会（コミュニティ・スクール）への移行を図るとともに、学校、家庭、地域が連携し
た学習環境の体制作り、目指す子ども像に基づく学校・地域が連携した取組みを推進する。

施策展開の考え方

1
　28年度からの小中一貫教育の全市展開を踏まえ、学園単位によるPDCAサイクルの確立とその
検証・評価に基づく小中一貫教育推進基本計画等の適切な改訂を行う。また、各学園を会場とし
た市教育フォーラム等の啓発活動により、教職員・保護者・地域住民への成果の明確化を図る。

4
　総合的な学習の時間を活用した「丹後学モデルカリキュラム」の自校園化に向けた取組みと興
味・関心・意欲を高めるICT機器の整備推進を図るとともに、中学生の海外派遣や児童生徒の国
際交流等を推進することにより、国際社会を生きる日本人としての基礎的な能力の育成を図る。

×

主な目標指標

目標指標 単位

一貫性・系統性のある指導による確かな学力の定着 ％

区分 No. 具　体　的　内　容

進捗状況区分 評価 ３０年度成果と今後の課題

◎

○

《学校園関係者による中学校区（学園）ごとの検証・評価・取り組みの改善のサイクルの確立（実施中学
校区）》
　 各学校の関係者評価は、小中一貫教育の諸計画及び各学園の重点等を基盤に作成している。また、各学園の
学校関係者評価の必須項目に「小中一貫教育の推進」を設定することで、学園の取組み等の検証・評価を各校園
単位でＰＤＣＡサイクルにより進めることができた。今後は、すべての学園に設置されている学校と地域との連携組織
による学園評価について、更に充実させるための体制整備が必要である。

《学校の授業時間以外の勉強時間が１時間以上の児童生徒の割合》
　 学校の授業時間以外の勉強時間が1時間以上の児童生徒の割合は、小学生では3.4％増加したものの中学生は
4.2％減少した。各学園で「家庭学習の手引き」を作成・配布するなど、学習習慣の定着に向けた取組みや指導の効
果は表れてきているものの、小中学生とも目標値にはあと一歩届いていない状況である。引き続き、家庭学習の充
実に向けた家庭との連携を日常的に進め、家庭学習習慣の定着をより図っていく必要がある。

《一貫性・系統性のある指導による確かな学力の定着》
 　全国学力・学習状況調査結果は、小学校において一部の教科で全国平均を下回ったものの、おおむね全国平
均以上の学力を付けている。各校園が学力調査の結果を分析し、授業改善や個に応じた支援を丁寧に行っている
ことや、一貫性のある系統的な指導が確実に進んでいる成果と捉えている。引き続き、児童生徒の学力向上を図る
ため、各校園の授業改善や授業研究等を推進していく必要がある。

《将来の夢や目標を持っている生徒の割合》
　 将来の夢や目標を持っていると回答した生徒の割合は、前年度比で4.3％増加し、おおむね全国平均と同じ状況
となっている。引き続き、キャリア教育の視点も入った「丹後学」のモデルカリキュラムを積極的に活用するとともに、
生徒の自己肯定感を高める取組や小中一貫教育によるキャリア教育のより一層の推進・充実を図っていく必要があ
る。

○

▲

基本的方針

　小中一貫教育を柱とする学校教育改革の推進により子どもの成長に応じた指導の一貫性を確保する体制を充実することで「確かな学力」を育
み、あわせて、学校園、家庭及び地域が協働し、相互に連携しながら教育力の向上を図ります。
　一人ひとりの個性や能力、確かな学力を育むとともに、地域社会への理解と関心を高め、グローバル化等の社会の変化に対応するなど、将来
への夢と希望を基盤として未来を切り拓くことのできる「生き抜く力」を育みます。

将来の夢や目標を持っている生徒の割合＜中学生＞ ％

70.0
「全国学力・学

習状況調査」生
徒質問紙（中３）

H25 72.0 H30 90％以上 R6

８０％以上 R6

学校の授業時間以外の勉強時間が１時間以上の生徒の割合＜中学生＞ ％

50.6
「全国学力・学

習状況調査」生
徒質問紙（中３）

H25 57.8 H30 ７０％以上 R6

学校の授業時間以外の勉強時間が１時間以上の児童の割合＜小学生＞ ％

73.2
「全国学力・学

習状況調査」児
童質問紙（小６）

H25 79.6 H30

小中学校
各教科の
全国平均
正答率

学校園関係者による中学校区（学園）ごとの検証・評価・取り組みの改善
のサイクルの確立（実施中学校区）

中学校区 0 H25 6学園 H30
6　（全中学校区
で実施）

R6

計画作成時 実績値（現状）

小学校国語
Ｂ，算数Ａ・
Ｂ、理科を除
く全教科全
国平均以上

H30
市平均の全教科
全国平均以上

R6

目標値

年度 年度 年度

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 

ＡＣＴ 
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＜様式２＞

１．施策の方向性

平成22年度～
平成26年度

平成23年度～
平成32年度

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

1

2

3

 【参考】施策に関連するその他の計画

生涯学習課

３．個に応じた支援体制の充実

①発達障害等を含む障害のある子ども一人ひとりのニーズに対応したきめ細かな支援を行うため、学校園と
保護者、行政、医療及び関係機関等が広く連携し、乳幼児期から青年期までを見通した特別支援教育を進
めます。
②外国語を母語とするなど日本語の習得が十分ではない児童生徒に対し、スクールサポーターを配置するな
ど個別に日本語支援を行う体制を整備します。

４．ボランティアによる学習支援の推進
①市民のボランティア意識を高め、自らの知識や学習で培った技術などを学校で、児童に紹介する機会づく
りを進めます。
②市民ボランティアが、地域の中で、子どもたちの活動を支える環境づくりを進めます。

基本的方針

  災害や事件・事故等に備えた安全確保のため、学校施設の老朽化対策や耐震化等を計画的に進めるとともに、児童生徒が自らの
安全をまもるための能力を身に付けさせる安全教育や、また、ボランティアの協力を得る等、地域が一体となって支える教育環境づく
りを進めます。
　また、年齢や性別、国籍、障害の有無等に関わらず、すべての子どもの健やかな育ちを保障する教育環境を整備します。

１．子どもの安全・安心の確保

①児童生徒を事件や事故から守るため、スクールガード・リーダーによる巡回指導や子ども安心パトロール車
の運行等、保護者や地域ボランティアの協力を得ながら、学校内外における安全確保に努めます。
②学校再配置による校区の拡充に伴い、遠距離通学用スクールバスの安全な運行管理及び車両管理を実施
します。
③児童生徒自身の危機対応能力を育むため、各学校の危機管理マニュアルに基づく防災教育や安全教育
を計画的・継続的に実施します。

２．学校施設環境等の整備充実
①学校再配置に伴う拠点校の施設整備を進めます。
②学校施設耐震化計画に基づき、学校施設の耐震化及び非構造部材の耐震対策を計画的に進めます。
③学校施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい学校施設の改修・修繕等を計画的に進めます。

3 子どもを健やかに育む教育環境を充実します

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課 担当課長

教育総務課 岡野　　勲

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

引野　雅文

重点目標

計画名称

　学校保健安全法に基づき、各学校及び幼稚園に学校医、学校歯科医、学校薬剤師を置き、児
童生徒等の健康の保持増進及び教育現場の環境衛生の維持向上を図る。

計画概要 策定年月 計画期間 備考

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

京丹後市学校施設耐震化
計画

耐震化に対する国の動向や財政措置の状況を的確にとらえつ
つ、本市における学校施設の耐震化を可能な限り早く、計画的に
進めていくことを目的に、本計画を定めるもの

平成22年11月

H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

京丹後市学校再配置基本
計画

急速に少子化が進むなか、本市の次代を担っていく子どもたち
に、より良い教育環境や教育条件を整えるため、学校力を高める
ための学校規模などを考えた学校再配置の取組みを進めていく
ために策定

平成22年12月
前期（H23～27年度）と後期
（H28～32年度）に区分し、段
階的に再配置を進める

主な取り組み
H29決算額 H30決算額

１．子どもの安全・安心の確保 決算額 （単位：千円） 事務の改善

児童生徒を事件や事故から守るため、スクールガード・リーダーによる巡回指導や子ども安心パトロール車の運行等、保護者や地域ボランティアの協力
を得ながら、学校内外における安全確保に努めます。

学校再配置による校区の拡充に伴い、遠距離通学用スクールバスの安全な運行管理及び車両管理を実施します。

21,368     20,052     現状維持

学務経費 学校教育課

5,765       5,336       5,125       現状維持　学齢簿の管理、就学時健診、小中学校の枠を超えた取組及び特別支援学級の交流活動の実
施など、教育活動の充実のための環境づくりに取り組む。

学校医委嘱事業 学校教育課

24,119     

児童生徒自身の危機対応能力を育むため、各学校の危機管理マニュアルに基づく防災教育や安全教育を計画的・継続的に実施します。

学校安全対策事業 学校教育課

4,728       6,013       5,329       現状維持　保護者や地域の協力を得ながら安全で安心できる学校づくりを推進し、園児、児童生徒を事件
や事故から守る。

学校教育課 松本　晃治

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 

ＰＬＡＮ 
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4

5

6

7

8

9

10

11

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

２．学校施設環境等の整備充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

小学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ購入事業 学校教育課

6,025       16,268     -

現状維持

現状維持

統合（整理）

小学校再配置施設整備事業【繰越】 教育総務課

22,166     - -             　学校再配置に伴い拠点校となる学校施設の改修を行い、児童が安全に安心して学校生活を送
ることができる教育環境を整備する。

小学校再配置施設整備事業

-             　学校再配置計画に基づく平成30年4月の丹波小学校と新山小学校の再配置に伴い、児童数が
増加する新山小学校校舎の増改築工事を行う。(29年度実施）

小学校施設管理事業

中学校施設改修事業

現状維持
　学校施設の適切な維持管理により、良好な学習環境の確保を図る。

教育総務課

26,284     

22,973     

144,158   141,719   141,701   現状維持

中学校管理運営事業 学校教育課

60,662     

8,711       9,953       9,956       
　学校施設の適切な維持管理により、良好な学習環境の確保を図る。

現状維持

学校教育課

1,412       1,251       982         終了・廃止　学校事務職員の複数配置を要する小学校に事務職員を配置し、学校事務をサポートすることに
より、円滑な教育活動の実施と適正な学校運営を行う。

小学校管理運営事業 学校教育課

　適正な学校運営や教育環境の充実に取り組み、小学校における円滑な教育活動を実施する。

小学校事務補助経費

現状維持

中学校施設管理事業 教育総務課

小・中学校情報教育環境整備事業【再編交付金活用事業】

18,043     10,030     

- 4,399       

学校教育課

- 86,389     -

教育総務課

27,852     27,517     

教育総務課

120,351   -

44,580     44,580     -             

児童教職員健康管理事業 学校教育課

9,151       8,609       8,356       現状維持　児童及び教職員の健康管理を行うとともに、設備の安全対策を講じることにより、児童及び教職
員の健康の保持増進と小学校の教育活動における安全な環境を整える。

　生徒及び教職員の健康管理を行うとともに、設備の安全対策を講じることにより、生徒及び教職
員の健康の保持増進と中学校の教育活動における安全な環境を整える。

94,857     111,364   現状維持
　小学校に通学する遠距離及び特に必要と認めた児童の安全な通学手段を確保する。

生徒教職員健康管理事業 学校教育課

5,709       5,263       6,182       

　小学校に通学する遠距離及び特に必要と認めた児童の安全な通学手段を確保する。

小学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ運行管理事業 学校教育課

　平成26年度に整備した市内の全小中学校27校（小学校20校、中学校7校）の情報教室パソコン
等について、平成30年度分のリース料を支払うもの。

3,325       - -             現状維持
　中学校に通学する遠距離及び特に必要と認めた生徒の安全な通学手段を確保する。

中学校通学支援事業

学校教育課

1,565       3,348       1,064       

学校教育課

304         302         223         統合（整理）　自転車通学をする生徒を対象に、通学の状況に応じてヘルメット購入補助金を支給し、通学の
安全確保と保護者の負担軽減を図る。

① 学校再配置に伴う拠点校の施設整備を進めます。
② 学校施設耐震化計画に基づき、学校施設の耐震化及び非構造部材の耐震対策を計画的に進めます。
③ 学校施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい学校施設の改修・修繕等を計画的に進めます。

小・中学校情報教育環境整備事業（基金事業）【再編交付金活用事業】 学校教育課

終了・廃止

学校再配置推進事業

縮小　京丹後市学校再配置基本計画に基づく「学校づくり準備協議会」を設置し、学校再配置による
新しい学校づくりに向けた取組みを推進する。

小学校通学支援事業 学校教育課

383         292         269         統合（整理）　遠距離通学をする児童を対象に、通学の状況に応じて遠距離通学補助金を支給し、通学の安
全確保と保護者の負担軽減を図る。

中学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ運行管理事業 学校教育課

80,565     75,815     79,422     現状維持
　中学校に通学する遠距離及び特に必要と認めた生徒の安全な通学手段を確保する。

中学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ購入事業 学校教育課

96,719     

59,613     63,184     現状維持
　適正な学校運営や教育環境の充実に取り組み、中学校における円滑な教育活動を実施する。

終了・廃止　児童生徒の情報教育環境を充実させ一層の教育振興を図るため、全小中学校にICT機器（電
子黒板、指導用タブレット等）を整備する。

小学校施設改修事業 教育総務課

486,397   181,402   198,190   現状維持　老朽化している学校施設が多い中、市内小学校施設における改修工事等を行い、児童が安全
に、安心して学校生活を送ることができる教育環境を整備する。

　老朽化している学校施設が多い中、市内中学校施設における改修工事等を行い、生徒が安全
に、安心して学校生活を送ることができる教育環境を整備する。

小学校施設改修事業【繰越】 教育総務課

117,340   縮小　学校施設における改修工事等を行い、児童が安全に安心して学校生活を送ることができる教育
環境を整備する。
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25

26

27

28

29

30

31

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

② 

31

32

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

33

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

34

35

36

37

38

1

2

8,313       現状維持
　教育委員会事務局の円滑な運営を行う。

子ども未来課

5,222       8,090       985         

教育委員会一般経費 教育総務課

4,056       3,897       4,080       

小学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業《再掲》

中学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業《再掲》

決算額 （単位：千円） 事務の改善

学校給食一般経費 学校教育課

1,162       1,155       1,783       現状維持　学校給食全般における衛生管理の徹底を図るとともに、給食献立の研究を通じ、衛生管理と栄
養面での充実や食育の推進を図る。

　栄養バランスの取れた給食を提供し、児童の心身の健全な発達に寄与する。

小学校給食管理運営事業 学校教育課

学校教育課

-             -             現状維持 スクールサポーターを配置し、児童一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな指
導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

学校教育課

-             

-             -             -             現状維持

発達障害等を含む障害のある子ども一人ひとりのニーズに対応したきめ細かな支援を行うため、学校園と保護者、行政、医療及び関係機関等が広く連
携し、乳幼児期から青年期までを見通した特別支援教育を進めます。

外国語を母語とするなど日本語の習得が十分ではない児童生徒に対し、スクールサポーターを配置するなど個別に日本語支援を行う体制を整備しま
す。

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

市民のボランティア意識を高め、自らの知識や学習で培った技術などを学校で、児童に紹介する機会づくりを進めます。

市民ボランティアが、地域の中で、子どもたちの活動を支える環境づくりを進めます。

網野給食ｾﾝﾀｰ管理運営事業 学校教育課

33,747     36,989     39,447     現状維持

 スクールサポーターを配置し、生徒一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな指
導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

　低所得世帯を対象に日用品、文房具等の購入に要する費用、食事に要する費用、行事への参
加に要する費用等の実費徴収額について、費用の一部を助成する。

児童福祉総務一般経費

933,933   

日用品費等援助事業 子ども未来課

0 47 98           

　児童福祉業務を円滑に遂行するために必要な一般経費

事務局一般経費 教育総務課

計 1,536,904 1,061,178 

学校跡施設管理事業 教育総務課

3,322       6,627       3,370       改善・効率化
　学校再配置により閉校となった学校施設の維持管理を行う。

改善・効率化

現状維持

現状維持
　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、教育委員会を運営する。

5,949       13,343     

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

３．個に応じた支援体制の充実

公立学校施設災害復旧事業 教育総務課

-             788         -             縮小
　豪雨及び台風等の自然災害により被災した公立学校施設の災害復旧を行う。

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

４．ボランティアによる学習支援の推進 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業 決算額 （単位：千円） 事務の改善

生涯学習課

5,151       4,325       3,875       現状維持　「教育と学びのまち 京丹後」の実現に向け、「学校のニーズ」と「地域の人の持つ力」を結び付
け、学校・家庭及び地域が協力して子どもを育む環境の充実を図る。

地域学校協働本部事業

5,028       4,831       3,550       縮小

138,863   

40,302     

-

　学校事務職員の複数配置を要する中学校に事務職員を配置し、学校事務をサポートすることに
より、円滑な教育活動の実施と適正な学校運営を行う。

学校教育課中学校事務補助経費

131,013   134,092   現状維持

1,498       

41,012     
　栄養バランスの取れた給食を提供し、生徒の心身の健全な発達に寄与する。

中学校給食管理運営事業

40,995     現状維持

　心身の健全な発達に寄与するため、網野幼稚園、小学校4校（網野北・網野南・島津・橘）、網野
中学校に栄養バランスの取れた給食を提供し、心身の健全な発達に寄与する。

網野給食ｾﾝﾀｰ施設改修事業 教育総務課

学校教育課

　安全・安心な給食を提供できるよう、網野学校給食センターの改修工事等を行い、適切な施設
管理を行う。

現状維持
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度までの主な取組）

○

▲

学校支援ボランティア登録者数

基本的方針
　災害や事件・事故等に備えた安全確保のため、学校施設の老朽化対策や耐震化等を計画的に進めるとともに、児童生徒が自らの安全をまも
るための能力を身に付けさせる安全教育や、また、ボランティアの協力を得る等、地域が一体となって支える教育環境づくりを進めます。
　また、年齢や性別、国籍、障害の有無等に関わらず、すべての子どもの健やかな育ちを保障する教育環境を整備します。

主な目標指標

目標指標 単位

市立小学校の耐震化

◎

◎

計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度

区分 No. 具　体　的　内　容

施策展開の考え方

1
　児童生徒を事件や事故から守るため、スクールガード・リーダーによる巡回指導及び子ども安心
パトロール車の運行を継続して実施するとともに、除雪活動や子どもたちを見守る地域ボランティ
ア等の拡充を図る。

2
　学校施設の老朽化に対応し、計画的な維持管理を行うとともに、学習環境の改善を図るため、ト
イレの洋式化を進める。また、学校施設の長寿命化計画を定め、現行施設を長期的に使用できる
よう計画的な改修等を行う。

3
　特別な支援が必要な子どものニーズに対応するため、学校園へのスクールサポーター（介護支
援員）を継続配置するとともに、学校園及び保護者、関係機関が連携し、特別支援教育体制整備
の推進を図る。

4
 ボランティア人材の発掘・育成・確保に重点を置きながら、より効果的、効率的なコーディネー
ターの配置等、多様化する学校ニーズに対応できる推進体制整備を図る。

年度

93.5 H25 100 H30

進捗状況区分 評価 ３０年度成果と今後の課題

％ 88.5 H25 100 H30 100 R6

500 R6

R6

R6

年度

×

《市立小学校の耐震化》
 　学校施設耐震化計画による小学校の耐震化は平成27年度をもって完了した。

《市立中学校の耐震化》
　 学校施設耐震化計画による中学校の耐震化は平成26年度をもって完了した。

《非構造部材の耐震対策》
 　国が指導する大規模空間（体育館やランチルームなど200㎡以上の空間を有する箇所等）の非構造部材耐震対
策は、平成28年度をもって完了した。

《学校支援ボランティア登録者数》
　 ボランティア登録者数は毎年増加しているが、高齢化が進んでいるため、過去の登録者について整理するととも
に、学校のニーズに応じた人材の発掘が必要である。

人 427 H25 572 H30

100

非構造部材の耐震対策 ％ 0（調査中） H26 100 H30 100

市立中学校の耐震化 ％

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 

ＡＣＴ 

33





































＜様式２＞

１．施策の方向性

子ども未来課 服部　智昭

重点目標 4 豊かな人間性・社会性を育みます

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

計画期間 備考

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課 担当課長

学校教育課 松本　晃治
生涯学習課 引野　雅文

基本的方針
　学校園、家庭、地域及び行政の協働により、子どもたちが周囲からの愛情や信頼、期待などに「包み込まれているという感覚」を育
むとともに、人や社会との絆、思いやりを大切にする豊かな人間性・社会性を育みます。
　また、不登校等の課題がある児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を行います。

１．人を思いやり、尊重する社会性の
　　育成

①小中一貫教育による学校園や校種を超えた交流授業や合同行事など、多様な集団での活動を充実し、子
どもたちの自尊感情を高めるとともに、豊かな人間関係や社会性を育みます。
②生命を大切にする心や他人を尊重する心などを育むとともに、すべての教育活動において、就学前から中
学校までの系統性・一貫性のある道徳教育や人権教育を推進します。
③地域の人々との幅広い交流の機会を拡充することで、ルールやマナー、社会常識、社会性を育みます。
④各中学校区において、学校園、家庭及び地域が子どもたちの生活実態や課題を共有し、規範意識や社会
性を高める取り組みを協働して進めます。
⑤情報機器の適切な使用やＳＮＳに代表される情報通信ネットワークのルール・モラル等について、児童生徒
の実態に応じて具体的に指導するとともに、専門家や学校支援ボランティア等と連携し、系統的かつ一貫性
のある指導体制を整備します。

３．家庭・地域の教育力の向上

①各中学校区の学校園、家庭及び地域が、育みたい子ども像や児童生徒の実態及び課題を共有し、緊密に
連携して指導を行うしくみづくりを進めます。
②家庭は自己肯定感や豊かな心、他者に対する思いやりや命を大切にする気持ちなどを養う最も重要な役
割を担うため、就学前から青年期までの子どもの成長段階に応じた家庭教育支援を進めます。
③子どもの豊かな人間性・社会性を育むとともに、孤立しがちな親や子育てに悩みを抱えている親への支援
等のため、すべての町域における家庭教育支援チームの活動を進めるとともに、関係団体の活動を支援しま
す。
④子どもたちが身近な地域で体験や交流ができる活動を充実します。
⑤地域における子どもたちの活動拠点を確保し、地域ボランティアの協力を得て様々な体験活動、地域住民
との交流活動を行う地域子ども教室の拡充を進めます。
⑥青少年の健全育成と安全・安心な地域づくりのため、青少年健全育成会をはじめ、関係団体と連携した効
果的な活動を進めます。

京丹後市学校教育改革構
想

中学校卒業時に期待される学力をすべての生徒が確実に身に付
けることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校、中
学校の１０年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実践
するための構想を策定

平成24年11月
計画期間の定
めなし

２．生徒指導体制、教育相談体制の
　　充実

①子どもたちが集団生活を通して課題を解決する意欲と実践力を身に付けることができるよう、一人ひとりの
生活実態の把握や内面理解の充実を図ります。
②学校園の状況に応じてスクールサポーターを配置するなど、子ども一人ひとりの課題やニーズに対応する
きめ細かな支援体制を整備します。
③いじめの防止等に関する基本的な方針を基に、組織体制の整備を行うとともに、関係機関と連携し対策の
総合的な実施を一層推進します。
④不登校等の児童生徒の多様な実態と課題に対応し、学校復帰を目指すため、教育支援センター「麦わら」
の相談支援機能を高めます。

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

京丹後市いじめ防止等基
本方針

国、府、学校、地域社会、家庭及びその他の関係者が連携のも
と、社会総がかりでいじめの問題の克服に向けて取り組むととも
に、いじめ防止対策推進法第１２条の規定に基づき、いじめの防
止、いじめの早期発見及びいじめへの対処のための対策を総合
的かつ効果的に推進するために策定

平成26年6月
計画期間の定
めなし

策定から３年経過を目途に見
直し（平成30年度見直し）

４．芸術文化を通じた豊かな感性、情
　　緒の育成

①子どもが生涯にわたって芸術や自然を愛する心や豊かな感性を育むための体験活動や、学校支援ボラン
ティア等の専門的な知見や技能を活用するなど、我が国や京丹後市の伝統文化や自然環境、文化・芸術等
に親しみ、学ぶ機会を充実します。
②学校園や家庭での読書活動により子どもの豊かな情緒を育むため、関係機関・団体等との連携・協力関係
をさらに強化し、学校園、家庭及び地域が一体となった取り組みを進めるとともに、学校図書館の機能強化を
図ります。

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月

ＰＬＡＮ 
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# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

④

⑤

1

2

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

3

4

5

6

7

8

9

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

③

⑤

10

11

12

小中一貫教育による学校園や校種を超えた交流授業や合同行事など、多様な集団での活動を充実し、子どもたちの自尊感情を高めるとともに、豊かな
人間関係や社会性を育みます。

生命を大切にする心や他人を尊重する心などを育むとともに、すべての教育活動において、就学前から中学校までの系統性・一貫性のある道徳教育や
人権教育を推進します。

地域の人々との幅広い交流の機会を拡充することで、ルールやマナー、社会常識、社会性を育みます。

各中学校区において、学校園、家庭及び地域が子どもたちの生活実態や課題を共有し、規範意識や社会性を高める取り組みを協働して進めます。

情報機器の適切な使用やＳＮＳに代表される情報通信ネットワークのルール・モラル等について、児童生徒の実態に応じて具体的に指導するとともに、
専門家や学校支援ボランティア等と連携し、系統的かつ一貫性のある指導体制を整備します。

子どもたちが集団生活を通して課題を解決する意欲と実践力を身に付けることができるよう、一人ひとりの生活実態の把握や、内面理解の充実を図りま
す。

② 学校園の状況に応じてスクールサポーターを配置するなど、子ども一人ひとりの課題やニーズに対応するきめ細かな支援体制を整備します。

③ いじめの防止等に関する基本的な方針を基に、組織体制の整備を行うとともに、関係機関と連携し対策の総合的な実施を一層推進します。

④ 不登校等の児童生徒の多様な実態と課題に対応し、学校復帰を目指すため、教育支援センター「麦わら」の相談支援機能を高めます。

評価を踏まえた
今後の方向性

212         227         389         現状維持

現状維持

H31予算額

2,063       1,934       

158         266         

いじめ防止対策等運営事業 学校教育課

評価を踏まえた
今後の方向性

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

1．人を思いやり、尊重する社会性の育成 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額

現状維持　国府等の研究指定校を受けて教育活動に取り組むとともに、体験活動や総合的な学習活動の
充実、特色ある教育等を実践し、基礎学力の向上や豊かな人間性の育成を図る。

中学校教育推進活動実践事業 学校教育課

1,377       1,082       1,161       現状維持　国府等の研究指定校を受けて教育活動に取り組むとともに、体験活動や総合的な学習活動の
充実、特色ある教育等を実践し、基礎学力の向上や豊かな人間性の育成を図る。

小学校教育推進活動実践事業 学校教育課

2,237       

２．生徒指導体制、教育相談体制の充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

指導主事設置事業

教育支援ｾﾝﾀｰ管理運営事業

いじめ防止啓発推進事業

　いじめ問題対策連絡会議及びいじめ防止対策等専門委員会を設置し、関係機関が一体となっ
て、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進する。

就学支援･教育相談事業

　家庭児童の適正な養育及び福祉の向上を図る。
1,318       

家庭こども相談室事業

小学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業

主な取り組み

中学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業

　スクールサポーターを配置し、生徒一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな
指導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

⑥ 青少年の健全育成と安全・安心な地域づくりのため、青少年健全育成会をはじめ、関係団体と連携した効果的な活動を進めます。

1,841       

3,058       現状維持

H29決算額 H30決算額

44,918     

子ども未来課

学校教育課

48,324     

学校教育課

8,308       

9,939       9,934       9,964       現状維持　非常勤指導主事を配置し、学校教育及び就学前教育の充実を図るとともに、円滑な学校経営を
推進する。

1,724       510         250         現状維持

放課後児童健全育成事業 子ども未来課

　保護者の就労等により放課後及び長期休業期の昼間に家庭保育を受けることのできない児童
に対し、安全で充実した生活の場を与えることにより、その健全な育成を図る。

166,462   

家庭教育事業 生涯学習課

1,681       1,938       現状維持

H31予算額

３．家庭・地域の教育力の向上 決算額 （単位：千円） 事務の改善

32,243     29,201     

現状維持「京丹後市いじめ防止等基本方針」に基づくいじめ防止等の啓発活動を実施し、市と市民が一体
となっていじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進する。

学校教育課

194         

学校教育課

41,902     39,830     現状維持　スクールサポーターを配置し、児童一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな
指導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

　児童生徒の不登校や問題行動の状況を把握・分析し、相談・支援体制を整え、児童生徒が安定
した学校生活を送ることができるように支援する。

学校教育課

学校教育課

　子どもの成長の基礎となる家庭教育を推進するため、発達段階に応じた学習機会を提供し、き
め細やかな家庭教育の支援を実施する。

地域における子どもたちの活動拠点を確保し、地域ボランティアの協力を得て様々な体験活動、地域住民との交流活動を行う地域子ども教室の拡充を
進めます。

533         

① 各中学校区の学校園、家庭及び地域が、育みたい子ども像や児童生徒の実態及び課題を共有し、緊密に連携して指導を行うしくみづくりを進めます。

家庭は自己肯定感や豊かな心、他者に対する思いやりや命を大切にする気持ちなどを養う最も重要な役割を担うため、就学前から青年期までの子ども
の成長段階に応じた家庭教育支援を進めます。

子どもの豊かな人間性・社会性を育むとともに、孤立しがちな親や子育てに悩みを抱えている親への支援等のため、すべての町域ににおける家庭教育
支援チームの活動を進めるとともに、関係団体の活動を支援します。

④ 子どもたちが身近な地域で体験や交流ができる活動を充実します。

8,005       9,544       現状維持
　不登校、又はその傾向にある児童生徒の学校生活への復帰と社会的自立を支援する。

163,785   176,242   現状維持

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 
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13

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

14

1

2

３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

98.6

96.1

86.2

96.7

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業

H30決算額

0 -             統合（整理）

決算額 （単位：千円） 事務の改善

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

子どもが生涯にわたって芸術や自然を愛する心や豊かな感性を育むための体験活動や、学校支援ボランティア等の専門的な知見や技能を活用するな
ど、我が国や京丹後市の伝統文化や自然環境、文化・芸術等に親しみ、学ぶ機会を充実します。

学校園や家庭での読書活動により子どもの豊かな情緒を育むため、関係機関・団体等との連携・協力関係をさらに強化し、学校園、家庭及び地域が一
体となった取り組みを進めるとともに、学校図書館の機能強化を図ります。

　放課後等に小学校の余裕教室等を子どもたちの安全・安心な居場所として活用し、地域住民の
参画により、子どもたちが心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。

基本的方針
　学校園、家庭、地域及び行政の協働により、子どもたちが周囲からの愛情や信頼、期待などに「包み込まれているという感覚」を育むとともに、
人や社会との絆、思いやりを大切にする豊かな人間性・社会性を育みます。
　また、不登校等の課題がある児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を行います。

４．芸術文化を通じた豊かな感性、情緒の育成 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額

計 286,792   263,959   

減少させる R6

不登校生徒の発生率＜中学校＞ ― ４７人/2.49％ H25 3.12 H30 減少させる R6

不登校児童の発生率＜小学校＞ ― 5人/0.16％ H25 0.28 H30

948         現状維持

減少させる R6

いじめの認知件数/発生率＜中学校＞ ― 189件/10.2％ H25
40件

2.8％
H30 減少させる R6

いじめの認知件数/発生率＜小学校＞ ― 386件/12.7％ H25
483件

19.1％
H30

H30

94.4
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
小6

H25 H30

 
93.3
(全国学力・学習状況

調査の児童生徒質

問項目から外れたた
め京都府学力診断

テスト質問項目によ

る)

R6

認知されたいじめの年度内解消率＜中学校＞ ― 181件/95.8％ H25 H30 100% R6

認知されたいじめの年度内解消率＜小学校＞ ― 357件/92.5％ H25 H30 100%

 
91.0
（いじめの解消要
件が定義された
ため、平成30年
度第2回調査の
追跡調査結果を
記載）

 
95.0
（いじめの解消要
件が定義された
ため、平成30年
度第2回調査の
追跡調査結果を
記載）

いじめはいけないことだという意識がある生徒の割合＜中学校＞

学校のきまりや規則を守る意識がある生徒の割合＜中学校＞ ％

主な目標指標 H30

人の気持ちが分かる人間になりたいと思う児童の割合＜小学校＞ ％

H25 H30 増加させる R6

H25

R6

R6

増加させる

H25 H30 増加させる R6

93.8
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
小６

97.0
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
小６
90.9
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
中３

H25 R6

増加させる

計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

274,725   

　国の「放課後子ども総合プラン」に基づき実施する、放課後子ども教室の運営方法を検討するた
め運営委員会は、任期満了に伴い、必要な審議等を子ども未来まちづくり審議会にて行うこととし
た。

子ども放課後対策推進事業 子ども未来課

883         891         

％

目標指標 単位

90.8
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
中３

学校のきまりや規則を守る意識がある児童の割合＜小学校＞ ％

いじめはいけないことだという意識がある児童の割合＜小学校＞ ％

放課後子ども総合プラン事業 子ども未来課

0

増加させる
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96.3

96.9

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度での主な取組）

3

　地域の子ども教室では、体験活動だけでなく、教室間での情報交流についても支援しながら教
室活動の維持、拡充に努める。青少年健全育成会では、各地域ごとに子どもの体験活動を実施
するほか、あいさつ運動や夏休みパトロールなどで地域の子どもの見守り活動を継続する。また平
成28年度からスタートした「放課後子ども教室」事業は、安定的運営を目指す。

4
 子どもたちの芸術や自然を愛する心豊かな感性を育むため、教育活動等における文化体験や
芸術鑑賞など、学校支援ボランティア等を活用し、伝統文化や芸術等に親しむ機会を充実させる
とともに、学校図書支援員の継続配置と学校図書の充足率向上を図る。

施策展開の考え方

1
　子どもたちの自尊感情を高め、豊かな人間性・社会性を育むため、小中一貫教育による交流学
習や合同行事などの集団活動を充実させるとともに、道徳科をはじめ学校の教育活動全体を通じ
た系統的で一貫性のある道徳・人権教育の更なる充実を図る。

2
　いじめや不登校など、児童生徒の多様な課題に対応するため、臨床心理士による教育相談体
制を拡充するとともに、教育支援センターの相談支援機能を更に高めるなど、個の課題やニーズ
に応じたきめ細かな相談支援体制の整備・強化を図る。

進捗状況区分 評価 ３０年度成果と今後の課題

◎

○

《不登校児童生徒の発生率》
　不登校児童生徒の発生率は、小中一貫教育の推進による各校園での未然防止を重点とした取組みや確実な情
報の共有等によって、不登校解消に一定の成果は上がっているものの、不登校の出現率が増加傾向にある。特に
中学校では、前年度比0.37％の増加となっており、出現率を減少させるための効果的な未然防止の取組強化が更
に必要である。

《いじめの認知件数/発生率》
　いじめの認知率は、小学生で7.9％、中学校で0.7％増加した。特に小学校低・中学年の認知率が増加傾向にある
が、いじめを積極的に認知し指導しているものと捉えている。引き続き、些細な兆候も見逃さない組織的な対応を行
うとともに、認知件数・認知率のみにとらわれず、より丁寧な指導を継続していく必要がある。

《認知されたいじめの年度内解消率》
　平成30年度第２回いじめ調査の認知事象に基づく追跡調査結果では、小学校で9.0％、中学校で5％が未解消で
あり、解消要件を踏まえ児童生徒に寄り添った指導を継続している。今後も、各校のいじめ防止基本方針に基づき、
実態把握や情報共有、組織的な対応を徹底し丁寧な指導を行うとともに、関係機関と連携した体制強化を図ってい
く必要がある。

《いじめはいけないことだという意識がある児童生徒の割合》
　 いじめはいけないことだという意識がある児童生徒の割合は、年間３回のいじめ調査や追跡調査、児童生徒への
丁寧な指導により、小学校ではほぼ横ばい、中学校では増加し小中学校ともに高い水準を維持している。今後も児
童生徒の豊かな心を育成するため、道徳科をはじめ、学校の教育活動全体を通じた取組みの充実を図る必要があ
る。

《学校のきまりや規則を守る意識がある児童生徒の割合》
　学校のきまりや規則を守る意識がある児童生徒の割合は、小中学校ともに減少したが、全国・府平均に比べて高
く、各校園の丁寧な指導及び小中一貫教育による一貫性のある指導等によって、規範意識は確実に高まっている。
引き続き、小学校低学年からの規範意識の醸成等による系統的な指導を進めていく必要がある。

《人の気持ちが分かる人間になりたいと思う児童生徒の割合》
　人の気持ちが分かる人間になりたいと思う児童生徒の割合は、小学生ではやや減少したものの中学生では増加
し、小中学生ともに高い水準で推移している。教育活動全体を通した丁寧な指導により、人の気持ちを理解して行
動したり、発言したりすることの重要性が確実に身に付いてきている。今後も個別の配慮児童生徒への丁寧な指導
が必要である。

《人の役に立つ人間になりたいと思う児童生徒の割合》
 　人の役に立つ人間になりたいと思う児童生徒の割合は、小中学校ともに増加し高い水準で推移している。教育活
動全体を通した丁寧な指導により、社会貢献等への意識が確実に身に付いてきている。今後更に高めていくため、
ボランティア活動など体験学習等の充実を図る必要がある。

○

▲

×

区分 No. 具　体　的　内　容

増加させる

 
98.3
(全国学力・学習状況
調査の児童生徒質

問項目から外れたた

め京都府学力診断

テスト質問項目によ
る)

人の気持ちが分かる人間になりたいと思う生徒の割合＜中学校＞ ％

95.2
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
中３

H25 H30

主な目標指標

R6

人の役に立つ人間になりたいと思う生徒の割合＜中学校＞ ％

93.2
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
中３

H25 H30 増加させる R6

人の役に立つ人間になりたいと思う児童の割合＜小学校＞ ％

94.0
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
小6

H25 H30 増加させる

R6

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 

ＡＣＴ 
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＜様式２＞

１．施策の方向性

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

③

1

2

3

4

5

6

評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

社会教育指導員設置事業 生涯学習課

21,359     21,319     19,033     

① 市民の多様な学習ニーズや地域課題に対応するため、学習内容の評価・検証や情報提供等を進めます。

市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地区公民館との連携を強化することによって、地
域での公民館活動を支援します。

市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。

410         630         

成人式開催事業 生涯学習課

1,199       1,179       1,238       

　高齢者大学の講座を市内全域で実施することによって、高齢者の社会参加と生きがいづくりに
貢献するとともに、その知識や経験を活かした地域活動を推進する。

中央公民館管理運営事業 生涯学習課

39,928     39,930     38,969     改善・効率化

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

京丹後市子どもの読書活
動第二次推進計画

本市の将来を担う子どもたちが、今後も更に本に親しみ、生涯に
わたる読書習慣を身に付けることができるように、子どもの読書活
動を総合的かつ計画的に推進するために策定

平成26年6月

重点目標

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

5 生涯にわたる豊かな学びを支援します

平成26年度～
平成30年度

担当課長
生涯学習課 引野　雅文

事務の改善

基本的方針
　まちづくりや福祉等多様な分野の関係部局、また学校園、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相互
のネットワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元すること
のできる環境づくりを進めます。

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

1．生涯学習の体制づくり 決算額 （単位：千円）

H31予算額
主な取り組み

H29決算額 H30決算額

社会教育委員設置事業 生涯学習課

547         　社会教育委員を設置し、社会教育行政全般について調査･研究及び審議し、答申及び建議を
行うことによって、市民の声を反映した社会教育事業を推進する。

改善・効率化　生涯学習課及び各地域公民館に社会教育指導員を設置し、社会教育の推進体制を整備すると
ともに、事業を積極的に展開することにより社会教育活動の充実を図る。

現状維持

青少年教育事業 生涯学習課

2,392       1,900       1,700       現状維持

　人生の節目としての式典を開催することによって、成人になったことの自覚を促すとともに、今後
自らの人生を生き抜こうとする新成人を祝い激励する。

高齢者教育事業 生涯学習課

2,481       2,489       2,850       現状維持

　将来を担う青少年の健やかな成長を支援するため、体験活動やさまざまな地域活動への参加を
促進することによって、心豊かな人間の基礎づくりを推進する。

計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

２．人権教育の推進

①人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解と
認識を高める活動を推進します。
②さまざまな人権問題について正しい理解と認識を深めるため、学校園、家庭及び地域など、身近な場での
学習機会の充実と促進を図るとともに、関係機関・団体と連携し、職員及び指導者の資質向上を図るための
学習機会の提供に努めます。

３．文化芸術活動の推進

①市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館を拠点として、市民が優れた文化芸術に親しむ機会を充実し
ます。
②関係機関及び団体と連携し、地域の特色を活かした文化事業を行うとともに、市民の自発的かつ日常的な
文化芸術活動を支援します。

 【参考】施策に関連するその他の計画

１．生涯学習の体制づくり

①市民の多様な学習ニーズや地域課題に対応するため、学習内容の評価・検証や情報提供等を進めます。
②市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地区
公民館との連携を強化することによって、地域での公民館活動を支援します。
③市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。

４．社会教育施設の整備充実

①公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う環
境整備を進めます。
②老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討しま
す。

　地域住民の学習及び交流活動の拠点として設置されている地区（自治）公民館活動を支援し、
地区の活性化を推進する

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 

ＰＬＡＮ 
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7

8

9

10

11

12

13

14

15

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

16

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

17

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

18

19

20

21

22

23

1,268       改善・効率化　人権学習や地域の生涯学習・コミュニティ活動の拠点としての機能を確保するため、施設の維持
管理を行うとともに、利用の促進を図る。

① 市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館を拠点として、市民が優れた文化芸術に親しむ機会を充実します。

② 関係機関及び団体と連携し、地域の特色を活かした文化事業を行うとともに、市民の自発的かつ日常的な文化芸術活動を支援します。

①公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う環境整備を進めます。

②老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討します。

15,341     15,304     改善・効率化

３．文化芸術活動の推進 決算額 （単位：千円）

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

４．社会教育施設の整備充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み

32,590     33,475     現状維持

　地域公民館長の配置に係る経費や公民館職員の研修に係る経費及び公用車の維持管理経
費、また、公民館行事に関する保険料などの一般経費。

社会教育総務一般経費 生涯学習課

2,014       2,718       426         現状維持　社会教育事業を円滑に実施するための事務経費のほか、女性教育活動団体に対し、その活動
を支援するための補助金を交付し生涯学習の振興を図る。

図書館管理運営事業 生涯学習課

48,630     48,650     74,959     現状維持　生涯学習の拠点として資料の収集、整理、保存、提供を行うことで市民の読書、調査研究等の
要求に応えるとともに、各種行事等により幅広い年代の利用者拡大を図る。

久美浜地域公民館管理運営事業 生涯学習課

1,492       1,336       611         現状維持　久美浜地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運
営、地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

弥栄地域公民館管理運営事業 生涯学習課

　弥栄地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営、
地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

18,462     9,022       7,295       現状維持

835         現状維持　丹後地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営、
地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

網野地域公民館管理運営事業 生涯学習課

427         471         414         現状維持

　林業及び農山村地域の振興とあわせて、工芸品づくりやスポーツ活動による高齢者の介護予
防、生きがいづくり及び健康づくりを推進し、生活文化の向上を図る。

現状維持

網野教育会館管理運営事業 生涯学習課

1,218       1,224       

211         246         

① 人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解と認識を高める活動を推進します。

さまざまな人権問題について正しい理解と認識を深めるため、学校園、家庭及び地域など、身近な場での学習機会の充実と促進を図るとともに、関係機
関・団体と連携し、職員及び指導者の資質向上を図るための学習機会の提供に努めます。

大宮地域公民館管理運営事業 生涯学習課

572         260         193         現状維持　大宮地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営、
地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

　峰山地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営、
地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

公民館一般経費 生涯学習課

15,102     

２．人権教育の推進 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

人権教育事業 生涯学習課
224         

芸術文化事業 生涯学習課

32,050     

4,414       4,699       改善・効率化

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

　地域住民への学習及びコミュニティ活動の拠点として地区公民館施設を設置し、生活基盤を支
える地区の活性化を目指した活動を支援する。

地区公民館管理運営事業 生涯学習課

4,668       

7,550       7,456       7,759       現状維持

峰山いさなご施設管理運営事業 生涯学習課

15,466     14,965     

ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業

　大宮ふれあい工房（陶芸・染色体験施設）、ふれあいスポーツ広場等を管理運営することで、市
民の交流及び健康づくりの場を提供し、生涯学習の推進を図る。

生涯学習課

14,617     

1,171       1,190       1,199       改善・効率化　地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点としての機能を確保するため、施設の維持管理を
行うとともに、利用の促進を図る。

ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業【繰越】 生涯学習課

-             4,805       -             終了・廃止　大宮ふれあい工房「あそびの広場」内に設置した遊具の修繕を実施し、利用者の安全を確保す
るとともに環境整備に努めた。

たちばな会館管理運営事業 生涯学習課

　市民の豊かな心を育み、生きがいのある生活を送ることができるよう芸術・文化を育て、ゆとりと
潤いのある社会づくりを推進する。

事務の改善

　人権が尊重され、誰もが自分らしく生きることができる社会の実現に向け、あらゆる人権問題に
ついての正しい理解と認識を深め、人権尊重の精神の涵養を図る。

現状維持

評価を踏まえた
今後の方向性

峰山地域公民館管理運営事業 生涯学習課

8,402       9,472       9,469       現状維持

　網野地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営、
地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

丹後地域公民館管理運営事業 生涯学習課

7,264       6,308       
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24

1

2

３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度までの主な取組）

丹後地域公民館耐震診断事業【再編交付金活用事業】 生涯学習課

-             3,514       -             終了・廃止　生涯学習及びコミュニティ活動の拠点施設としての耐震性能を確認するため、耐震診断業務を
実施した。

3
　関係団体等と連携し、優れた芸術・文化の鑑賞機会の提供、地域の特色を活かした芸術・文化
活動を実施並びに支援するとともに、文化活動を支える人材育成を地道に取り組む。

4
　必要な修繕の実施を行うなど、利用者が安心・安全に利用できる環境を整備し、併せて利便性
の向上を図るとともに、「公共施設見直し計画」等に基づく施設の見直しを検討、推進する。

施策展開の考え方

1
　中央公民館体制の再構築の下、公民館体制及び新たな地域コミュニティの在り方について、関
係機関等との協議等を進める必要がある。併せて生涯学習社会の中核的施設となる図書館整備
を検討するとともに、利用者が主役となる図書館活動を展開する。

2
　講演会の参加者が固定化傾向にあるため、講演の内容について、同和問題など継続的な課題
はあるものの、インターネットによる人権侵害や自己実現、幸福追求など新たな人権課題にも目を
向けながら、幅広く人権について考える機会を提供していく。

◎

▲

《青少年の体験活動事業数》
　 地域公民館等の事業のほか、京都府や府内大学などの関係機関と連携し事業を実施している。効率的な事業運
営の観点から複数の地域公民館が合同で実施する講座もあるため事業数としてはほぼ横ばいである。今後も社会
教育団体や学校、地域と連携・協力をしながら学習機会を提供する。

《趣味・教養講座数》
　市民の自発的な学習を支援し継続的な学習活動を促進することができた。講演会や講座などの学習機会と情報
の提供を行うことで、今後も市民生活の向上を図る。

《地域課題学習講座数》
　 各町の公民館連絡協議会を中心に地域の現状把握や課題共有に努め講座が行われているが、今後も社会の変
化に対応し学習していく必要がある。また、地域の社会教育や地域活動を推進する拠点である地区公民館の中に
は担い手不足等の課題を抱えている公民館もあり、地区、公民館、行政が、ともに実態に応じた地域コミュニティの
あり方について考える必要がある。

《高齢者大学の参加者数》
　 高齢者大学の運営は定着しつつあるが、教養講座といえども自己完結型で終わるのではなく身につけた学びを
地域活動や若い世代に伝えるなど、学びの循環が必要。退職によるライフスタイルの変化や、情報化、加齢に伴う
心身の衰えや介護問題など、学習者によって抱える課題が多様化しており、より一層のニーズの把握と、対象者へ
の周知が必要である。

《人権学習会の参加者数》
　 インターネット社会における人権の尊重、外国人の人権問題など、身近な生活の場で直面する課題においても日
常生活の習慣として身につけ実践することができるよう学習機会の内容や方法の工夫改善に努める。

《図書の年間貸出冊数（市民１人当たり）》
　 住民一人当たりの貸出数は少し増加し、行事等の開催、企画展示の実施などにより、多様な学習機会の提供に
寄与した。しかし、利用者数・貸出点数をみると増加しているとは言えず、今後更に図書館に関心を持ち利用につな
がるよう、運営・事業開催等工夫が必要。また、図書館整備の中で、資料の貸出しに留まることなく、市民の求める居
場所としての空間づくりも検討していく必要がある。

《文化協会加盟サークル数》
　 各加盟団体が実施の教室や大会、市協会が実施の総合文化祭を通じて、市民のかたへ芸術鑑賞機会を提供す
ることができた。今後も、市民が文化力を高め、加盟サークル数増加にもつながるよう協会を支援していく。
　

○

▲

区分 No. 具　体　的　内　容

H25 55 H30 60

53 H30

1,000

×

231,769   231,675   

基本的方針
　まちづくりや福祉等多様な分野の関係部局、また学校園、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相互のネット
ワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元することのできる環境づくりを
進めます。

主な目標指標

目標指標 単位

進捗状況区分 評価 ３０年度成果と今後の課題

R6

35 R6

地域課題学習講座数 事業 2 H25 10 H30 10 R6

趣味・教養講座数 事業 29 H25

計

計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

青少年の体験活動事業数

237,537   

事業 42

R6

人権学習会の参加者数 人 820 H25 H30 1,200 R6

高齢者大学の参加者数 人 789 H25 824 H30

1,297

R6

文化協会加盟サークル数 団体 170 H25 H30 200 R6

図書の年間貸出冊数（市民１人当たり） 冊 5.2 H25 H30 7.05.14
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＜様式２＞

１．施策の方向性

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

1

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

-             -             

計画名称 計画概要

平成23年3月
当面の計画と
して概ね6年
間

当面整備計画として概ね6年
の計画も策定

担当課長
文化財保護課 新谷　勝行

 【参考】施策に関連するその他の計画
策定年月 計画期間 備考

重点目標 6 歴史文化を活用し、郷土への愛着と誇りを育みます

885         

事務の改善

　市内に数多く残されている文化財や調査成果などを市民などに公開することで郷土の歴史や文
化財について学ぶことのできる機会を提供し、その認識を高める。

基本的方針
　学校・地域の連携により、京丹後市の歴史・文化等を学ぶ「丹後学」を進めるなど、子どもたちのふるさとへの愛着と誇りを育みます。
また、市内の豊富な歴史文化資源の保護・活用に取り組み、資料館施設の整備充実と併せて、歴史文化について深い理解と関心を
持つ人材の育成・活用を進めます。

１．豊かな歴史文化等を学習する機
　　会の充実

①京丹後市の歴史・文化・自然等を活用した学習を充実するため、小中一貫教育の導入にあわせ、「丹後学」
を積極的に展開します。特に、ジオパークに認定された地質遺産を活用したフィールド学習を、小学生を対象
に実施します。
②子どもたちが地域の人々の仕事や生き方にふれることは、地域を再発見することにつながります。学校支援
ボランティアや丹後の歴史に精通した京丹後史博士等を活用し、地域の人々が学校園の教育活動を積極的
に支援する体制を拡充します。
③文化財セミナーや京丹後史博士育成講座等、市民を対象とした歴史・文化の学習機会を充実します。ま
た、京丹後史博士等の人材活用を図ります。

第2次京丹後市総合計画

１．豊かな歴史文化等を学習する機会の充実 決算額 （単位：千円）

H31予算額

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

京丹後市の歴史・文化・自然等を活用した学習を充実するため、小中一貫教育の導入にあわせ、「丹後学」を積極的に展開します。特に、ジオパークに
認定された地質遺産を活用したフィールド学習を、小学生を対象に実施します。

子どもたちが地域の人々の仕事や生き方にふれることは、地域を再発見することにつながります。学校支援ボランティアや丹後の歴史に精通した京丹後
史博士等を活用し、地域の人々が学校園の教育活動を積極的に支援する体制を拡充します。

文化財セミナーや京丹後史博士育成講座等、市民を対象とした歴史・文化の学習機会を充実します。また、京丹後史博士等の人材活用を図ります。

主な取り組み
H29決算額 H30決算額

評価を踏まえた
今後の方向性

計画期間の定
めなし

統合（整理）

文化財保護啓発事業 文化財保護課

２．文化財の保護と活用

①市内の貴重な歴史・文化等を保護し後世に伝えるため、文化財の管理や建造物等の修繕、郷土芸能の道
具の更新等を通して文化財の保全を図ります。
②京丹後市史編さん事業での調査成果や刊行物を基に、郷土の文化財を活用し市内外の人々の理解を深
める活動を進め、地域づくりに活かします。
③京丹後市デジタルミュージアム、文化財ライブラリーなどインターネット環境を活用して、丹後の優れた文化
財、調査成果について発信していきます。
④古代丹後を代表する網野銚子山古墳、赤坂今井墳墓等の史跡を整備し、活用することで郷土への誇りと愛
着を培い、併せて古代丹後の輝かしい資産を観光資源としても活用します。

３．資料館施設の整備充実

①市内の資料館施設で郷土の歴史や文化財の展示会を開催し、市民や市外の人々に、巨大古墳に象徴さ
れる古代丹後の輝かしい歴史や、それ以降の丹後の歴史、文化財や鳴き砂、ジオパーク等について理解して
もらうための普及啓発を図ります。
②児童生徒を対象とした社会科学習、郷土学習を進めます。
③郷土の歴史や文化財の調査を進め、貴重な資料を保管し後世に伝えます。
④資料館施設の整備充実を図り、市内外の人々が歴史や地域の文化財への関心を高める活動を推進しま
す。

市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

国史跡網野銚子山古墳整
備基本計画

「丹後王国」を代表する国史跡網野銚子山古墳に関して、京丹後
市史跡整備検討委員会を組織して専門的な立場、地元の立場か
らの検討を加えて基本計画を策定した

京丹後市文化財マスタープ
ラン

市内に所在する多岐にわたる文化財を適切に保護し、その中か
ら特に学術的に重要で、まちづくりの観点からも価値が高いと判
断される史跡等文化財に対して、保存及び活用整備をすすめる
ための方向性を示すもの

平成18年10月

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 

ＰＬＡＮ 
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

④

2

3

4

5

6

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

7

8

9

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

10

11

1

2

③ 京丹後市デジタルミュージアム、文化財ライブラリーなどインターネット環境を活用して、丹後の優れた文化財、調査成果について発信していきます。

古代丹後を代表する網野銚子山古墳、赤坂今井墳墓等の史跡を整備し、活用することで郷土への誇りと愛着を培い、併せて古代丹後の輝かしい資産
を観光資源としても活用します。

市内の資料館施設で郷土の歴史や文化財の展示会を開催し、市民や市外の人々に、巨大古墳に象徴される古代丹後の輝かしい歴史や、それ以降の
丹後の歴史、文化財や鳴き砂、ジオパーク等について理解してもらうための普及啓発を図ります。

② 児童生徒を対象とした社会科学習、郷土学習を進めます。

③ 郷土の歴史や文化財の調査を進め、貴重な資料を保管し後世に伝えます。

④ 資料館施設の整備充実を図り、市内外の人々が歴史や地域の文化財への関心を高める活動を推進します。

1,203       

拡大

H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

主な取り組み

２．文化財の保護と活用 決算額 （単位：千円） 事務の改善

H29決算額 H30決算額

史跡等維持管理事業 文化財保護課

市指定文化財等補助金

市内の貴重な歴史・文化等を保護し後世に伝えるため、文化財の管理や建造物等の修繕、郷土芸能の道具の更新等を通して文化財の保全を図りま
す。

② 京丹後市史編さん事業での調査成果や刊行物を基に、郷土の文化財を活用し市内外の人々の理解を深める活動を進め、地域づくりに活かします。

郷土資料館管理運営事業

古代の里資料館管理運営事業

遺跡発掘調査等事業 文化財保護課

1,357       

31,290     

5,981       

3,501       4,331       6,249       

　指定文化財やそれに関連する施設の草刈りや補修等の維持管理を行うことにより、文化財の適
切な管理と活用を図る。

３．資料館施設の整備充実

主な取り組み

1,409       

遺跡発掘調査等事業【繰越】

指定管理施設運営事業

2,000       2,000       

　発掘調査等により、市内の遺跡を効果的に保護するための資料を得るとともに、開発等により現
地保存の困難な遺跡の記録保存を図り文化財の保護・活用につなげる。

遺跡整備事業 文化財保護課

　丹後の特色と歴史を物語る重要な文化財の環境整備を推進し、教育・観光・地域づくりの資源
などへ有効に活用する。

11,371     13,301     

現状維持　文化財の修理などの保全事業に対して補助金を交付することにより、貴重な文化財を守り次世
代に引き継ぐ。

現状維持

文化財保護課

-             2,317       -             縮小　平成29年度より実施した途中ヶ丘公園陸上競技場整備計画に伴う途中ヶ丘遺跡の試掘調査を
行い、その成果をまとめた報告書を刊行することにより文化財保護を図るとともに活用につなげ
る。

文化財保護課

2,500       

拡大

8,505       8,436       現状維持

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

決算額 （単位：千円） 事務の改善

7,459       拡大

拡大

文化財保護一般経費 文化財保護課

345         295         397         拡大

計 47,013     47,807     72,830     

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

191         235         改善・効率化

文化財保護課

219         

8,736       9,529       

　民俗資料の調査保存、公開施設である資料館の維持管理を行い、郷土の歴史や文化遺産に対
する住民の関心を高める。

文化財保護課

9,701       

15,561     

文化財保護課

　郷土の文化遺産に関しての住民の関心を高め、教育、文化にふれあい、歴史を学ぶ機会を提
供する。

　琴引浜鳴き砂文化館の適正な管理運営を行い、琴引浜の鳴き砂の保全及び保護啓発活動、自
然環境学習の援助並びに促進を図る。

文化財保護課

8,346       

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業 決算額 （単位：千円）

　文化財保管施設の維持管理及び各種文化財保護関係団体の活動を推進し、文化財の保護と
活用を図る。

文化財保護審議会委員設置事業

事務の改善

　文化財の指定解除等の諮問機関である文化財保護審議会で、文化財の保全及び活用につい
て調査・審議を行うことで、市の文化財の保全や活用に資する。
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度までの主な取組）

2
　網野銚子山古墳の整備事業では、墳丘の補修、園路整備、周濠整備のほか、進入道路、駐車
場等の整備を行う予定である。これにより、市民や外からの観光客に、日本海側最大の前方後円
墳の姿を示し、地域学習や観光スポットとしての活用をはかる。

区分 No. 具　体　的　内　容

施策展開の考え方

1
　京丹後史博士育成講座、文化財セミナー等の講演会、資料館施設での様々な展示、体験事業
を開催するとともに、出前講座への積極的な対応も行い、学習する機会の充実を図る。

3
　丹後古代の里資料館、郷土資料館、琴引浜鳴き砂文化館を適切に維持管理するとともに、それ
ぞれ収蔵資料の内容から機能分化し、市民や外からの観光客に、地域学習や観光スポットとして
の活用を図る。

文化財セミナー、京丹後史博士講座等の文化財事業参加者数

基本的方針

年度

13,808
(3施設）

H25 14,730 H30 15,000 R6

人 1,468
（5事業、17講座）

×

　学校・地域の連携により、京丹後市の歴史・文化等を学ぶ「丹後学」を進めるなど、子どもたちのふるさとへの愛着と誇りを育みます。また、市内
の豊富な歴史文化資源の保護・活用に取り組み、資料館施設の整備充実と併せて、歴史文化について深い理解と関心を持つ人材の育成・活用
を進めます。

主な目標指標

目標指標 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

進捗状況区分 評価 ３０年度成果と今後の課題

7 H30 8

◎

○

《文化財セミナー、京丹後史博士講座等の文化財事業参加者数》
 　文化財セミナー（2回）、京丹後史博士育成講座（10回）、網野銚子山古墳発掘調査現地説明会、「小牧源太郎・
上前智祐遺作展～京丹後市が生んだ二人の前衛画家の軌跡～」等の講座・展覧会の参加者（760名）のほか、高齢
者大学・出前講座等の対応（29回、624名）があり、29年度末の数字を上回ることができた。魅力ある講座や企画を打
ち出し、目標値に近づけるようにしたい。

《資料館、文化館入館者数》
　 旧郷小学校へ移転した郷土資料館が平成30年4月にオープンし、初年度は網野郷土資料館時代と比べて多くの
入館者があった。一方で丹後古代の里資料館の入館者は微減し、琴引浜鳴き砂文化館の入館者は2,000人近く減
少した。
各館ともに、魅力ある企画を打ち出し、今後の集客増につなげていきたい。

《史跡整備》
　 京丹後市史跡整備検討委員会の指導を得ながら平成29年度には環境整備基本設計を実施した。これを踏まえ、
30年度より5年計画で整備事業を進めている。30年度は、当該年度の環境整備工事の実施設計および工事を行っ
た。31年度以降も引き続き、実施設計および工事を進める予定である。

○

▲

年度 年度

H25 1,384 H30 1,700

R6

R6

資料館、文化館入館者数 人

史跡整備 遺跡 6 H25

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 

ＡＣＴ 
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＜様式２＞

１．施策の方向性

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

⑤

1

重点目標 7 たくましく健やかな体づくりと生涯スポーツを推進します

-             -             

評価を踏まえた
今後の方向性

①スポーツ推進委員をはじめ地区公民館、ＰＴＡ等と連携し、各種ニュースポーツ教室等の実施や各種スポーツ
行事等への協力等、スポーツの普及を図ります。
②市民の多様なスポーツニーズに対応した活動を充実するため、体育協会等の活動支援及び組織強化を支援
します。
③市民の健康づくりとして、年齢や体力、目的に応じた日常的なスポーツ活動を促進するために、効果的なス
ポーツ情報と機会の提供を進めます。

①学校体育団体と連携し、子どもたちの競技スポーツへの関心を高めるとともに競技力の向上を図るため、小中
学校の一貫した指導を進めます。
②体育協会と連携し、京丹後市総合体育大会の参加者の拡大及び競技力の向上に向けて大会の実施方法等
について検討を進めます。
③市民の競技スポーツへの関心を高めるため、トップアスリートによる指導機会の拡充に努めるとともに、トップア
スリートの競技を観戦する機会の提供に努めます。
④青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリートの
育成・支援の方法について検討します。

①社会体育施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい社会体育施設の改修・修繕等を進めます。
②社会体育施設の利用実態を把握して利用率の向上を図るとともに、利用率の向上が見込めない施設や老朽
化した施設については、見直しや代替利用のあり方も含めて検討を進めます。

子どもの基本的な生活習慣の確立のため、学校園が連携し、発達段階に応じた系統的な指導を行うとともに、その大切さについて家庭への啓発に努め
ます。

喫煙・薬物乱用などの防止、各種感染症や生活習慣病の予防等に関する指導、エイズを含む性に関する指導について、子どもの発達段階に応じた系
統的な指導を行います。

食の知識や規則正しい生活習慣等を身につけさせるため、適切な給食指導を行うとともに、「丹後学」等を通して地場産物や郷土食に親しむ学習をする
など、家庭や地域と連携した食育の取り組みを進めます。

④ 児童生徒の体力・運動能力の実態や課題を的確に把握・分析し、小中学校の一貫した体育指導を進めます。

学校園、家庭及び地域が連携して子どもの運動・スポーツ環境の充実を図るため、学校体育施設の開放や学校支援ボランティア等を活用したスポーツ
指導を進めます。

担当課長
学校教育課 松本　晃治

基本的方針
　子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立や体力づくりに取り組み、たくましく健やかな身体を育みます。また、子どもから高齢者ま
で、だれもが豊かで充実した生活を送ることができるよう、市民が生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる環境づくりを進めま
す。

生涯学習課 引野　雅文

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

主な取り組み
H29決算額 H30決算額

事務の改善

現状維持

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

１．健康な体づくり 決算額 （単位：千円）

H31予算額

「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの育ちと指導の一貫性を目指したより良い
教育の実現に向け、協議会及び専門部会で調査研究を行う。

小中一貫教育推進事業《再掲》 学校教育課

-             

京丹後市スポーツ推進計
画

年齢や性別、障害等を問わず、広く市民がその適正やライフス
テージにに応じてスポーツに参画できるよう、中長期的な展望に
立った「京丹後市スポーツ推進計画」を策定するもの

平成26年3月
平成26年度～
平成29年度

第２次京丹後市スポーツ推進
計画（平成30年度～平成39
年度）

京丹後市学校教育改革構
想

中学校卒業時に期待される学力を全ての生徒が確実に身に付け
ることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校、中学
校の１０年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実践す
るための構想を策定

平成24年11月
計画期間の定
めなし

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

１．健康な体づくり

２．地域スポーツ活動の推進

３．競技力の向上

４．社会体育施設の整備充実

①子どもの基本的な生活習慣の確立のため、学校園が連携し、発達段階に応じた系統的な指導を行うとともに、
その大切さについて家庭への啓発に努めます。
②喫煙・薬物乱用などの防止、各種感染症や生活習慣病の予防等に関する指導、エイズを含む性に関する指導
について、子どもの発達段階に応じた系統的な指導を行います。
③食の知識や規則正しい生活習慣等を身につけさせるため、適切な給食指導を行うとともに、「丹後学」等を通し
て地場産物や郷土食に親しむ学習をするなど、家庭や地域と連携した食育の取り組みを進めます。
④児童生徒の体力・運動能力の実態や課題を的確に把握・分析し、小中学校の一貫した体育指導を進めます。
⑤学校園、家庭及び地域が連携して子どもの運動・スポーツ環境の充実を図るため、学校体育施設の開放や学
校支援ボランティア等を活用したスポーツ指導を進めます。

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 

ＰＬＡＮ 
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

2

3

4

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

③

5

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

6

7

8

9

10

11

12

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

13

14

15

1

2

スポーツ推進委員をはじめ地区公民館、ＰＴＡ等と連携し、各種ニュースポーツ教室等の実施や各種スポーツ行事等への協力等、スポーツの普及を図り
ます。

② 市民の多様なスポーツニーズに対応した活動を充実するため、体育協会等の活動支援及び組織強化を支援します。

③ 市民の健康づくりとして、年齢や体力、目的に応じた日常的なスポーツ活動を促進するために、効果的なスポーツ情報と機会の提供を進めます。

① 学校体育団体と連携し、子どもたちの競技スポーツへの関心を高めるとともに競技力の向上を図るため、小中学校の一貫した指導を進めます。

② 体育協会と連携し、京丹後市総合体育大会の参加者の拡大及び競技力の向上に向けて大会の実施方法等について検討を進めます。

市民の競技スポーツへの関心を高めるため、トップアスリートによる指導機会の拡充に努めるとともに、トップアスリートの競技を観戦する機会の提供に
努めます。

④ 青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリートの育成・支援の方法について検討します。

① 社会体育施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい社会体育施設の改修・修繕等を進めます。

社会体育施設の利用実態を把握して利用率の向上を図るとともに、利用率の向上が見込めない施設や老朽化した施設については、見直しや代替利用
のあり方も含めて検討を進めます。

4,540       

保健体育総務一般経費 生涯学習課

6,163       6,690       

３．競技力の向上 決算額 （単位：千円）

現状維持

事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

計

　ワールドマスターズゲームズ２０２１関西（WMG関西）関連事業を推進し、本市のスポーツツーリ
ズムやインバウンドの増加、スポーツによる地域の活性化を図る。

保健体育施設災害復旧事業 生涯学習課

　豪雨及び台風等の自然災害により被災した保健体育施設の災害復旧を行う。

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業

峰山途中ヶ丘公園陸上競技場ﾘﾆｭｰｱﾙ事業

ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ推進事業 生涯学習課

291,867   　スポーツ・レクリエーション環境の整備・充実を推進するため、日本陸連第3種公認陸上競技場と
して整備を行う。

　社会体育施設として活用している竹野体育館について、耐震診断の結果、耐震等の改修を行う
必要があると判断されたことにより、改修工事を行う。

竹野体育館改修事業【再編交付金活用事業】 生涯学習課

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ関西推進事業 生涯学習課

723         

ｽﾎﾟｰﾂ施設整備基金 生涯学習課

560         15,361     　峰山途中ヶ丘公園陸上競技場リニューアル事業の推進のため、京都府の補助金を財源に基金
積立するもの。

2,629       697         -             

決算額 （単位：千円）

H29決算額

決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

２．地域スポーツ活動の推進

　市民にスポーツに関する指導及び助言を行うスポーツ推進委員を委嘱し、本市のスポーツの振
興を図る。

生涯学習課

3,160       3,374       

ｽﾎﾟｰﾂ推進委員活動事業

300         670         現状維持　社会体育事業を円滑に実施するための事務経費のほか、スポーツ基本法に基づくスポーツ推
進審議会を運営し、市民の声を反映したスポーツ活動の推進を図る。

287         

地域ｽﾎﾟｰﾂ推進事業

　気軽に親しめるスポーツ大会等を実施するなど、スポーツを通した市民交流の機会を提供する
ことで、全ての市民の健康の増進や活力ある生活を目指す。

生涯学習課

9,330       

20,140     20,029     現状維持　スポーツ団体及び青少年スポーツ教室を支援し、市民へのスポーツの普及と振興を図るとともに
青少年の健全育成と体力の向上を図る。

社会体育団体育成事業 生涯学習課

20,075     

H29決算額

1,717       

社会体育用学校開放施設管理運営事業

改善・効率化　市民の身近なスポーツ活動の拠点施設として体育施設を管理運営することにより、地域スポーツ
の振興とスポーツ競技力の向上を図る。

H31予算額H30決算額
評価を踏まえた
今後の方向性

56,003     

主な取り組み

410,707   

生涯学習課

48,633     

体育施設管理運営事業【繰越】 生涯学習課

-             9,126       -             終了・廃止　グラウンド内の部分的陥没が発生した豊栄山村広場グラウンドの原因調査を行い、復旧工事の
方策の検討を進める。

生涯学習課

1,299       

生涯学習課

12,940     

評価を踏まえた
今後の方向性

拡大

6,156       拡大

36,118     -             

終了・廃止

事務の改善

H30決算額 H31予算額

拡大

129,319   123,855   

52,024     

2,836       

体育施設管理運営事業

４．社会体育施設の整備充実 決算額 （単位：千円）

現状維持　地域住民の身近なスポーツ施設である学校体育施設を開放することにより、地域スポーツの振
興とスポーツ競技力の向上を図る。

-             終了・廃止

事務の改善

11,669     10,227     現状維持　観光分野と連携し、各種スポーツイベントの開催を支援することで、スポーツを通じた本市の魅
力を発信し、交流人口の増加を図る。

拡大　２０２０年東京オリンピック・パラリンピックホストタウン事業を推進し、本市のスポーツツーリズムや
インバウンドの増加、スポーツによる地域の活性化を図る。

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸﾎｽﾄﾀｳﾝ推進事業 生涯学習課

6,694       1,844       
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

％

％

％

％

％

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

年度

基本的方針
　子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立や体力づくりに取り組み、たくましく健やかな身体を育みます。また、子どもから高齢者まで、だれも
が豊かで充実した生活を送ることができるよう、市民が生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる環境づくりを進めます。

R6

朝食を毎日食べる児童の割合＜小学校＞ ％

97.8
「全国学力・学
習状況調査」児
童質問紙

H25 96.5 H30

朝食を毎日食べる生徒の割合＜中学校＞

91.1
「全国学力・学
習状況調査」生
徒質問紙

100 R6

R6

平日、午前７時より前に起きる生徒の割合＜中学校＞

77.2
「全国学力・学
習状況調査」生
徒質問紙

H25

　
88.3
(全国学力・学習状況

調査の児童生徒質

問項目から外れたた
め京都府学力診断

テスト質問項目によ

る)

H30 85％以上 R6

平日、午前７時より前に起きる児童の割合＜小学校＞

88.4
「全国学力・学
習状況調査」児
童質問紙

H25

　
89.7
(全国学力・学習状況

調査の児童生徒質

問項目から外れたた
め京都府学力診断

テスト質問項目によ

る)

H30 100

R6

平日、午後11時より前に寝る生徒の割合＜中学校＞

45.0
「全国学力・学
習状況調査」生
徒質問紙

H25

　
85.5
全国学力・学習状況

調査の児童生徒質
問項目から外れたた

め京都府学力診断

テスト質問項目によ
る

H30 50％以上 R6

平日、午後11時より前に寝る児童の割合＜小学校＞

91.6
「全国学力・学
習状況調査」児
童質問紙

H25

　
96.4
全国学力・学習状況

調査の児童生徒質

問項目から外れたた

め京都府学力診断

テスト質問項目によ
る

H30 100

H30

◎

○

《朝食を毎日食べる児童生徒の割合》
　朝食を毎日食べる児童生徒の割合は、小中学生ともにやや減少したが高い水準で推移している。各校園における
家庭向けの啓発及び児童生徒への丁寧な指導により確実に定着してきている。今後も保護者との連携を更に密に
し、児童生徒全員が朝食を毎日食べる取組みを進めていく必要がある。

《平日、午前７時より前に起きる児童生徒の割合》
　平日午前７時より前に起きる児童生徒の割合は、中学生が4.7％減少したものの小中学生ともに高い水準で推移し
ている。今後も各校園で課題を共有し、具体的な家庭への啓発等により改善を図っていく必要がある。

《平日、午後11時より前に寝る児童生徒の割合》
　平日午後11時より前に寝る児童生徒の割合は、小学生はやや減少したものの中学生では大きく増加し、小中学生
ともに高い水準である。今後も各校園で課題を共有し、具体的な家庭への啓発等により改善を図っていく必要があ
る。

《小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上》
　小学校では、握力、上体起こし、長座体前屈などの柔軟性が全国平均を下回り、前年度に比べて全国平均を上回
る種目が減少した。引き続き、体育科を含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組み等により、意識的に
課題のある運動能力について克服していく必要がある。

《中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上》
　中学校では、握力、上体起こし、長座体前屈などの柔軟性が全国平均を下回り、前年度に比べて全国平均を上回
る種目が減少した。引き続き、体育科を含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組み等により、意識的に
課題のある運動能力について克服していく必要がある。

《成人の週１回以上のスポーツ実施率》
　日常の中にスポーツを取り入れ、健康増進と体力の向上を図るため、スポーツ推進委員を中心に地域でのニュー
スポーツ教室等を開催するとともに、チャレンジデープレイベントに初めて取り組み、気軽にスポーツに接する機会を
提供した。
　ニュースポーツ教室の参加者は減少傾向にあるため、仕事や家事、育児、介護等でスポーツをすることが難しい世
代、また障害者、高齢者に配慮した魅力ある行事の開催とスポーツ教室に関する情報の提供が課題である。

《京都府民総合体育大会入賞競技数》
　入賞競技数は減少したものの市町村対抗の総合順位は9位となり、前年の11位から順位を上げた。今後は、2020
年東京オリンピック・パラリンピック、ワールドマスターズゲームズ2021関西を契機とし、競技力の向上を目指す。特に
将来性を有するジュニアアスリートを養成する支援体制を整えることが重要である。
　
《公共スポーツ施設の利用回数》
　スポーツの推進を図るため、積極的に体育施設の開放を行い、利用者の拡大に努めた。平成29年を境に公共施
設の利用者は減少傾向にあり、施設の老朽化による機能性の低下や市民のスポーツ種別が多様化したものと推測
される。今後は、公共施設の見直し計画による施設の集約化や指定管理者制度の導入等、より市民のニーズに則し
た施設環境づくりと機会の提供が求められる。

○

▲

主な目標指標

進捗状況区分 評価 ３０年度成果と今後の課題

65.0
(国の目標）

R6

京都府民総合体育大会入賞競技数 競技
6
京都府民総合体
育大会結果

H25 4 H30 10 R6

成人の週１回以上のスポーツ実施率 ％
21.6
市民アンケート
調査結果

R6公共スポーツ施設の利用回数

H24
30.6

(参考値)
H30

全種目 R6

中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上 種目 H30 全種目 R6

小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上 種目
８種目中７
種目

回
11,253
公共施設利用状
況調査結果

H24 12,199

目標指標

13,000

H25
8種目中
4種目

H30

H30 95％以上

単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度

×

８種目中４
種目

H25
8種目中
3種目

H25 92.5

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 
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５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度までの主な取組）

○

《朝食を毎日食べる児童生徒の割合》
　朝食を毎日食べる児童生徒の割合は、小中学生ともにやや減少したが高い水準で推移している。各校園における
家庭向けの啓発及び児童生徒への丁寧な指導により確実に定着してきている。今後も保護者との連携を更に密に
し、児童生徒全員が朝食を毎日食べる取組みを進めていく必要がある。

《平日、午前７時より前に起きる児童生徒の割合》
　平日午前７時より前に起きる児童生徒の割合は、中学生が4.7％減少したものの小中学生ともに高い水準で推移し
ている。今後も各校園で課題を共有し、具体的な家庭への啓発等により改善を図っていく必要がある。

《平日、午後11時より前に寝る児童生徒の割合》
　平日午後11時より前に寝る児童生徒の割合は、小学生はやや減少したものの中学生では大きく増加し、小中学生
ともに高い水準である。今後も各校園で課題を共有し、具体的な家庭への啓発等により改善を図っていく必要があ
る。

《小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上》
　小学校では、握力、上体起こし、長座体前屈などの柔軟性が全国平均を下回り、前年度に比べて全国平均を上回
る種目が減少した。引き続き、体育科を含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組み等により、意識的に
課題のある運動能力について克服していく必要がある。

《中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上》
　中学校では、握力、上体起こし、長座体前屈などの柔軟性が全国平均を下回り、前年度に比べて全国平均を上回
る種目が減少した。引き続き、体育科を含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組み等により、意識的に
課題のある運動能力について克服していく必要がある。

《成人の週１回以上のスポーツ実施率》
　日常の中にスポーツを取り入れ、健康増進と体力の向上を図るため、スポーツ推進委員を中心に地域でのニュー
スポーツ教室等を開催するとともに、チャレンジデープレイベントに初めて取り組み、気軽にスポーツに接する機会を
提供した。
　ニュースポーツ教室の参加者は減少傾向にあるため、仕事や家事、育児、介護等でスポーツをすることが難しい世
代、また障害者、高齢者に配慮した魅力ある行事の開催とスポーツ教室に関する情報の提供が課題である。

《京都府民総合体育大会入賞競技数》
　入賞競技数は減少したものの市町村対抗の総合順位は9位となり、前年の11位から順位を上げた。今後は、2020
年東京オリンピック・パラリンピック、ワールドマスターズゲームズ2021関西を契機とし、競技力の向上を目指す。特に
将来性を有するジュニアアスリートを養成する支援体制を整えることが重要である。
　
《公共スポーツ施設の利用回数》
　スポーツの推進を図るため、積極的に体育施設の開放を行い、利用者の拡大に努めた。平成29年を境に公共施
設の利用者は減少傾向にあり、施設の老朽化による機能性の低下や市民のスポーツ種別が多様化したものと推測
される。今後は、公共施設の見直し計画による施設の集約化や指定管理者制度の導入等、より市民のニーズに則し
た施設環境づくりと機会の提供が求められる。

5
　交流人口の増加等、地域活性化を図るため、事業効果の高いスポーツイベントを推進するととも
に、東京2020大会、WMG関西に向け、ホストタウンとしての取組、必要な施設整備を推進する。

施策展開の考え方

　子どもたちの基本的な生活習慣を確立させるため、学校園が連携し、発達段階に応じた指導を
継続するとともに、丹後学を通じた学習や、地産地消・給食指導など、家庭、地域と連携した食育
の取組みを更に推進する。

2
　市民のニーズに合ったスポーツの推進や、各地区の事業やＰＴＡ活動への協力を行うなど、多く
の人がスポーツに親しめる機会を設ける。また、競技性の高いスポーツについては体育協会と連
携し活動する機会を支援する。

3
　京丹後市体育協会へ財政支援を行うことにより、各種スポーツ大会の実施や府民総合体育大会
への出場選手の拡大を図り、競技力の向上を目指す。

4
　市内には多くの社会体育施設が点在しているが、地域の大切なコミュニティの場としての役割も
大きいため、計画的な施設の修繕を実施する一方、利用が少ない施設の維持管理などについて
見直しを行う。

1

区分 No. 具　体　的　内　容
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